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本制度に関わる方々1-1

★ の事業者には、販売・賃貸する建築物の省エネ性能表示の努力義務が
課せられています。
★ 以外の事業者については努力義務対象者ではありませんが、本制度の
実現に向けて重要な関係者になります。

本制度に関わる方々

建築・不動産

※事業として行っているか否かは、反復継続的に建築物の販売を行っているか等を
　踏まえて判断されます。(住宅の所有者が、一度限り持ち家を売却する場合は努力義務の対象外)

★ 販売・賃貸事業者※ （売主、貸主、サブリース事業者含む）
•  仲介事業者（不動産広告の広告主）
•  賃貸管理事業者（入居者募集広告の委託先）
•  設計者、設計者から委託を受けた事業者
•  評価事業者

情報伝達
広告

•  ポータルサイト事業者
•  コンバーター事業者

1
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7

・分譲一戸建て
・分譲マンション
・賃貸住宅
・買取再販住宅 等

住 宅

・貸し事務所ビル
・貸しテナントビル 等

非住宅

・販売又は賃貸する用途でない建築物(例:注文住宅・ウィークリーマンション)
・自社ビル ・民泊施設

例外の建築物

努力義務の対象

※確認申請を要しない建築物においては、2024年4月1日以降に着工したもの
※国・地方公共団体が建築主の場合は計画通知

2024年4月1日以降に建築確認申請※を行う新築建築物、
及びその物件が、同時期以降に再販売・再賃貸される場合

対象となる建築物①1-2
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表示は任意 表示は任意

再販売（買取再販を含む）・再賃貸

表示が必要 表示が必要

再販売（買取再販を含む）・再賃貸

再販売・再賃貸時の広告に表示するために、発行物 (ラベル・評価書 )の保管をお願いします。推奨
再販物件の省エネ性能ラベル使用法 P44

2024年3月以前に
建築確認申請を
行った物件

対象外

対象

※既存建築物は性能が不明な場合があるため、必須とはしないが、省エネ性能が評価されている場合には、表示することが望ましい
※既存建築物について、改正前の法の規定に基づく表示を行っている場合は、引き続き当該表示を行うことが可能

2024年4月以降に
建築確認申請を
行った物件

建築確認 (　竣工)

建築確認 (　竣工)

2024年4月

対象となる建築物②1-2
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省エネ性能表示制度の発行物は、全 2種類です。
❶省エネ性能ラベル・❷エネルギー消費性能の評価書をセットで発行します。

※2023年9月時点

省エネ性能ラベル
ポータルサイトやチラシ等の
広告に使用するラベル画像

1

エネルギー消費性能
の評価書
建築物の概要と省エネ性能評
価を記した保管用の証明書

2

※2023年9月時点

発行方法

評価によって、
発行方法が異なります。

販売・賃貸事業者が自ら、
住宅性能評価・表示協会の
ホームページから発行

自己評価

販売・賃貸事業者が評価機関
に申請し、評価機関から交付第三者評価

発行物について ～種類と発行方法～1-3

1
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経由する場合

自己評価ラベル
の発行

ラベル提供依頼

消費者

売主 買主

設計者

第三者評価ラベル
の発行

第三者評価申請
評価機関

★ 努力義務

販売事業者

客付け

仲介事業者

元付け

仲介事業者

ラベルは多くの事業者を経由して消費者に届きます。
販売

省エネ性能情報の伝達イメージ ～販売～1-4
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ラベル提供依頼

自己評価ラベル
の発行

消費者

借主

経由する場合

元付け

仲介事業者

客付け

仲介事業者賃貸管理事業者設計者

第三者評価ラベル
の発行

第三者評価申請
評価機関

貸主・
サブリース事業者

賃貸事業者

★ 努力義務

ラベルは多くの事業者を経由して消費者に届きます。
賃貸

省エネ性能情報の伝達イメージ ～賃貸～1-4
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省エネ性能表示の流れ

15

設計者

WEBプログラム又は
仕様基準によって

省エネ性能が評価されます。

建築物の省エネ
性能を評価

物件の契約の際などにラベルと
評価書を使用して、
消費者へ説明をします

ラベルの
広告掲載

広告表示ガイドラインや
媒体ごとのルールに沿って

ラベル画像や情報を掲載します。

ポータル事業者

販売・賃貸事業者 仲介事業者

※ガイドラインにおいて望ましい取組として位置づけ

1 の結果に基づき、
広告等への表示に用いる

ラベルや評価書を発行します。

省エネ性能ラベル・
評価書の発行

販売・賃貸事業者 仲介事業者販売・賃貸事業者

仲介事業者等へ
伝達

委託している仲介事業者等へ
物件情報を連携する際、

省エネ情報・ラベルを伝達します。

1 32

4 5

販売・賃貸事業者 仲介事業者

評価書を用いた
説明※

設計者

2-1 全体の流れ

1
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省
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能
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示
の
流
れ
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仲介事業者等
へ伝達

3

広告掲載 説明

4 5

省エネ性能
ラベル・

評価書の発行

2

建築物の
省エネ性能を

評価

1

販売・賃貸事業者

客付け
仲介事業者レインズ等

BtoBサイト元付け
仲介事業者

取得したラベルを
BtoBサイト等に掲載

ラベルをメールや
システム等で届ける

販売・賃貸
事業者が自ら
BtoBサイト
等にラベルを
掲載する場合

販売・賃貸
事業者が
仲介事業者に
BtoBサイト
等へのラベル
掲載を依頼す
る場合

販売・賃貸事業者

客付け
仲介事業者レインズ等

BtoBサイト

取得したラベルを
BtoBサイト等に掲載

ラベルをメールや
システム等で届ける

2-4 仲介事業者等への伝達 ポータル事業者仲介事業者販売・賃貸事業者設計者

1

2

3

4

5

6

省
エ
ネ
性
能
表
示
の
流
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19

紙面広告については、ラベルを掲載するスペー
スの制約がある場合（目安：A4サイズ相当以下）
は、必ずしもラベルを掲載する必要はありません。

•インターネット広告
•新聞／雑誌広告
•新聞折り込みチラシ
•パンフレット

1
掲
載
媒
体

ラベルは、視認性に配慮し、一定のサイズを下
回らないように掲載します。

横幅60mm程度を目安とする

紙面広告2
掲
載
サ
イ
ズ

3
掲
載
イ
メ
ー
ジ

広告掲載

4 5

仲介事業者等
へ伝達

3

省エネ性能
ラベル・

評価書の発行

2

建築物の
省エネ性能を

評価

1

ウェブ紙面広告

※2023年9月時点 ※2023年9月時点

※販売・賃貸する際に広告を行わない場合は、購入・賃借しようとする者への情報提供用の資料（営業活動で使用される建築物の概要資料等）に表示することとされています。

2-5 ラベルの広告掲載 ポータル事業者仲介事業者販売・賃貸事業者設計者

1

2

3

4

5

6

省
エ
ネ
性
能
表
示
の
流
れ

2

20

32



説明

5

接客時・契約時の説明
顧客との商談・契約・引き渡しの際に、評価書を使用して、省
エネ性能を説明することが望ましいとされています。再販時も
省エネ性能の広告表示ができるように、発行物（省エネ性能ラ
ベル・評価書）の保管を勧めるとよいでしょう。

・ 自己評価の評価書は、販売・賃貸事業者が
自らの責任で作成します。

・ 第三者評価書は、評価機関が審査したもので補助金等
を利用する際の証明書として使用する場合がありま
す。。

・ 評価書は住宅品確法の住宅性能評価書とは異なるので、
混同しないように注意が必要です。

・ 評価書の詳細は5章を参照ください。（P45）

※2023年9月時点

省エネ性能
ラベル・

評価書の発行

仲介事業者等
へ伝達

2 3 4

広告掲載
建築物の

省エネ性能を
評価

1

2-6 評価書を用いた説明 ポータル事業者仲介事業者販売・賃貸事業者設計者

1

2

3

4

5

6

省
エ
ネ
性
能
表
示
の
流
れ

2
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省エネ性能ラベルの解説
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建築物の種類によって使用する省エネ性能ラベルが異なります。こちらでは住宅／非住宅の該当建築物を記します。

住 宅

・・分譲一戸建て
・・分譲マンション
・・賃貸住宅
・・買取再販住宅 等

非住宅

・・貸し事務所ビル
・・貸しテナントビル 等

※努力義務の対象となるのは、2024年4月以降に建築確認申請を行った新築建築物になります。

住戸 住棟

※2023年9月時点 ※2023年9月時点

※2023年9月時点

1

2

3

4

5

6

ラ
ベ
ル
の
解
説

3

3-2 省エネ性能ラベルの種類

24

A  エネルギー消費性能
国が定める省エネ基準からどの程度消費エネルギーを削減で
きているかを見る指標（BEI）を、星の数で示します。

B  断熱性能
「建物からの熱の逃げにくさ」と「建物への日射熱の入りや
すさ」の 2つの点から建物の断熱性能を見る指標です。

C  目安光熱費※

住宅の省エネ性能に基づき算出された電気・ガス等の年間消
費量に、全国統一の燃料等の単価を掛け合わせて算出した 1
年間の光熱費を目安として示します。
※住棟ラベルでは非表示。任意項目のため記載がない場合もあります。

I  評価日
評価された省エネ性能がいつ時点のものかを示します。

※第三者評価（BELS）の場合のみ表示

H  ネット・ゼロ・エネルギー（ZEH）※

D  自己評価・第三者評価
省エネ性能の評価が販売・賃貸事業者による自己評価か、
評価機関による第三者評価かを示します。

F  再エネ設備あり /なし
再エネ設備（太陽光発電・太陽熱利用・バイオマス発電等）
が設置されている場合に「再エネ設備あり」と表示できます。

E  建物名称
省エネ性能の評価対象がわかるように物件名を設定します。
必要に応じて、棟名や部屋番号も掲載します。

G Z
ゼッチ

EH 水準
エネルギー消費性能が 3つ、断熱性能が 以上で
達成のチェックマークがつきます。

A

B

C

F

G

H

ID
E

E

ZEH水準の達成に加え太陽光発電の売電分も含めて、年間のエ
ネルギー収支がゼロ以下で達成のチェックマークがつきます。

※2023年9月時点
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ラベル該当
エリア

エネルギー消費量の削減率(10%分) 再エネ（太陽光発電）分でのエネルギー削減量※星マークの違いについて

エネルギー消費量の削減率の多段階評価
国が定める省エネ基準からどの程度消費エネルギーを削減できているかを見る指標 (BEI) を、星の数で示してい
ます。再エネ設備のない住宅の場合は「30%以上の削減率」を上限とした 5段階評価です。再エネ設備がある
住宅と、再エネ設備の有無に関わらず非住宅の場合は「50%以上の削減率」を上限とした 7段階評価になります。
省エネ基準は削減率0% 以上 ( 又は 1つ) で達成※、誘導基準は削減率20% 以上 ( 3つ) で達成します。

エネルギー消費量の削減率(10%分) 再エネ（太陽光発電）分でのエネルギー削減量※星マークの違いについて

※大規模非住宅の省エネ基準は、工場等：25%以上削減、事務所等・学校等・ホテル等・百貨店等：20%以上削減、病院等・飲食店等・集会所等：
15%以上削減で達成。

再エネ設備がある住宅、
非住宅（再エネ設備に関わらず）再エネ設備がない住宅

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

30%以上40%未満の削減率

20%以上30%未満の削減率

50%以上の削減率

40%以上50%未満の削減率

10%以上20%未満の削減率

0%以上10%未満の削減率

0%未満の削減率

30%以上の削減率

20%以上30%未満の削減率

10%以上20%未満の削減率

0%以上10%未満の削減率

0%未満の削減率
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3-5 エネルギー消費性能について③ 住宅 非住宅
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※ηAC値は数値が小さいほど省エネ性能が高いことを示します。

断熱性能の
多段階評価

断熱性能は家の形のマークで表します。UA値とηAC値それぞれについて地域区分
に応じた等級で評価し、いずれか低いほうの等級を表示します。例えばUA値の等級
が 5、ηAC値の等級が 4の場合、性能表示ラベルで表示するレベルは になります。
で省エネ基準を、 以上で誘導基準を達成します。

ラベル該当
エリア

※UA値は数値が小さいほど省エネ性能が高いことを示します。

外皮平均熱貫流率

建物からの熱の
逃げにくさ

UA値

地域区分
1 2 3 4 5 6★ 7 8

等
級

等級 7 0.20 0.20 0.20 0.23 0.26 0.26 0.26 -
等級 6 0.28 0.28 0.28 0.34 0.46 0.46 0.46 -
等級 5 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60 -
等級 4 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 -
等級 3 0.54 0.54 1.04 1.25 1.54 1.54 1.81 -
等級 2 0.72 0.72 1.21 1.47 1.67 1.67 2.35 -
等級 1 - - - - - - - -

区分別の外皮平均熱貫流率［単位W／（M2・K）］

誘導基準
省エネ基準

★東京・大阪等

ηAC値

冷房期の
平均日射熱取得率

建物への日射熱の
入りやすさ

地域区分
5 6★ 7 8

等
級

等級 7 3.0 2.8 2.7 -
等級 6 3.0 2.8 2.7 5.1
等級 5 3.0 2.8 2.7 6.7
等級 4 3.0 2.8 2.7 6.7
等級 3 4.0 3.8 4.0 -
等級 2 - - - -
等級 1 - - - -

区分別の冷房期の平均日射取得率

誘導基準
省エネ基準

★東京・大阪等

UA値とηAC値のうち、低い等級で評価します

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル

レベル
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目安光熱費は、住宅の省エネ性能と全国一律の燃料等の単価を用いて算出したものです。実際の光熱費は、
使用条件や設備、契約会社・方法などにより異なります。あくまでも比較検討の目安としてご確認ください。

シミュレーションの設定条件

2  生活スケジュール
一日の中の冷暖房、給湯、照明などの運転時
間帯をあらかじめ想定値として設定していま
す。平日と休日で昼間の運転パターンが異な
るものと想定し、休日については一定の外
出時間があることを想定しています。全国 8
つの地域区分別の外気温をもとに、設備使用
量を想定し算出しています。

1  居住人数
住戸面積 30㎡当たり 1人で設定。住戸面積が
120㎡以上の場合は 4人で設定しています。

120m230m2

目安光熱費とは？
POINT 住宅の省エネ性能に基づき、一定の設定条件の下で、想定され

る年間の光熱費の目安額を示すものです。実際の光熱費とは異
なりますので、ご注意下さい。

ラベル該当
エリア
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住宅 非住宅目安光熱費について①3-7
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省エネ性能ラベルの使用法
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CASE

1

CASE

2

CASE

3

特に考慮すべき
ケース

新築時に取得したラベルを再販時・再賃貸時に使用するケース　 P44

優良誤認等の不当表示を防止するため、以下の使用例は避けてください。

複数の住戸(住棟)を一つの広告で販売・賃貸するケース　 P42

表示後に省エネ性能の変更・最終的な販売仕様の省エネ性能に
差違が発生するケース　 P43

NGな使用例

特定の住宅や住戸にのみ該当
する内容が、すべての物件に該
当すると誤認される表示。

例2実際のものよりも優良であると
誤認のされるような表示。例1

4-1 表示の留意点
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41

※販売・賃貸等の対象となる各住戸の省エネ性
　能を把握できるように努める必要がある。

例：物件概要等に各住戸の表示事項の幅（下限～上限）を明記する／各住戸の性能が掲載
された別のHP等への掲載・誘導／接客現場において各住戸のラベルの提示できる準備等

いずれかを使用

一戸建ての複数棟現場共同住宅右記のような物件の広告で各住戸の
ラベルを個別に表示しきれないとき

想定されるケース

ポータルサイト等では使用するラベルをルール化しているケースがあります。

※共同住宅の住棟全体の性能を示すも
のであり、各住戸の性能を示すものでは
ありません。

【必要な注記文言】

住棟のラベル
【表示するラベル】

※2023年9月時点

※特定の住戸の性能を示すものであり、
全ての住戸の性能を示すものではあり
ません。

【必要な注記文言】

【表示するラベル】

代表住戸の
ラベル

※2023年9月時点

新築マンションや戸建て住戸の販売では、各住戸のラベルを個別に表示しき
れない場合に、1つの省エネ性能ラベルを使って広告をすることがあります。
その際は、優良誤認を避けるために以下のラベル使用・注釈記載を推奨します。
※ポータルサイト等ではガイドラインに基づき、独自の規定を定めている場合があります。

複数の住戸( 住棟 )を一つの
広告で販売・賃貸するケース

CASE 1

4-2 特に考慮すべきケース①
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それぞれのケースにおいて、以下のような対応が必要です。

表示後に省エネ性能の変更・最終的な販売仕様の
省エネ性能に差違が発生するケース

CASE 2

4-2 特に考慮すべきケース②

最終的な販売仕様と
省エネ性能の差違が発生する場合

（メニュープラン・追加オプション等）

計画変更等により、
省エネ性能の変更が生じた場合

販売事業者等と購入者等の双方の合意で、
当初の仕様から仕様変更する場合、変更内
容によっては省エネ性能に影響が生じる可
能性がある旨の情報提供を行うことが望ま
しい。
※なお、省エネ性能が低下した場合、購入者等が再販等において
も変更前の省エネ性能のラベルが使用できないため、修正した仕
様で再計算した省エネ性能ラベルを再発行して購入者等に連携す
ることは、より望ましいと考えられます。

多段階評価の性能が低下する変更が生じた
場合（ ・ の数が減少する場合）
は速やかに変更後の仕様に基づいたラベル
へ修正が必要。

※性能が向上する場合は優良誤認に当たらないため、修正は必
ずしも必要ではない。
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■  仕様変更が同等以上である
ことを確認できない場合

NGOK

新築時発行のラベルを、再販・再賃貸時に使用できるかは下記で決まります。

新築時に取得したラベルを再販時・再賃貸時に使用するケース
CASE 3

4-2

・エアコン交換で省エネ性能が上がっている
・ リフォームや設備交換により省エネ性能が上がっている 
（断熱リフォーム・窓ガラスの交換・LED 照明器具の交換・太陽光システムの搭載等）

仕様変更が同等以上に
なる場合の例

COLUMN

■  ラベル発行時から仕様が変更
されていない場合

■  変更された仕様が同等以上と
確認できる場合※

特に考慮すべきケース③
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Q&A

53

省エネ性能ラベル表示の努力義務を負う対象とな
る事業者は「建築物の販売又は賃貸を行う事業
者」、対象となる建築物は「販売又は賃貸を行う
建築物」です。注文住宅や自社ビルを請負契約に
より建築する場合や、民泊施設を利用契約により
貸し出す場合などは対象外です。

どのような場合に表示
しなければいけないのですか。

Q1

Q3

国土交通大臣は、販売・賃貸事業者が告示に従っ
て表示していないと認めるときは、勧告・公表・
命令をすることができます。なお、これらの措置
については、制度の施行後当面は、事業者の取組
状況による社会的な影響が大きい場合を対象に運
用することとしています。

表示していないと
何か罰則があるのでしょうか。

Q2

アパート・マンションのオーナーが「反復継続的
に賃貸を行っている」場合 は、個人であっても

貸を行う事業者」に該当するものと考えられ、
度の対象となります。また、当該建物をサブリー
スしている場合は、サブリース事業者

象となります 。

アパートのオーナーです。
私も制度の対象となりますか。

Q4

省エネ性能の把握が困難な既存建築物について
は、表示の努力義務対象ではありません。なお、
その場合でも、窓や給湯機の改修など省エネ性能
向上のための取組を行った旨を表示できる簡
表示について、今後、検討する予定です。

古いアパートで省エネ性能が
分からないのですが。
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注文住宅は請負により建築され、新築の時点では
販売対象にならないため表示の努力義務の対象に
はなりませんが、性能値が確定したらラベル・評
価書を発行することが望ましいです。なお、その
住宅が将来的に買取・販売される際には、買取再
販事業者には表示の努力義務が課せられます。

注文住宅は努力義務の
対象になりますか。

Q5 Q6
ラベルを取得した時の

資料は保管が必要でしょうか。
販売・賃貸事業者は、省エネ性能の評価書や、WEB
プログラムの計算結果書、図面・仕様書など表示の
根拠となる資料を保管しておく必要があります。な
お、手元に原資料を保管していなくても、評価を行っ
た建築士に問い合わせできる体制を構築（データの
保管でも可）しておけば差し支えありません。

Q7
住宅と非住宅が合わさった
建築物はどう表示しますか。

住宅の部分と非住宅の部分に分けて、それぞれの
ラベルにより表示することができます。全体をまと
めて複合建築物のラベル（エネルギー消費性能を
最大6つの星マークにより表示）による表示するこ
ともできますが、その場合、「ZEH水準」「ZEB水準」
等の達成状況は表示しないこととしています。

Q8
情報伝達は、重要事項説明・

契約書に記載する必要がありますか。
ラベルは画像情報として情報伝達することが可能で
あるため（業者間図面・業者間サイト、メール等）、
仰るような重要事項説明・契約書への記載は必ずし
も必要ありません。
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予告広告も広告として対象に含まれますが、省エネ性
能の評価結果に影響しうる建築物の仕様等の変更が想
定される場合には、正確な表示を行うため（広告表示
した多段階評価が低下した場合には、優良誤認防止の
ため、再度ラベルを発行し表示する必要があります）、
当該仕様等が確定した後に省エネ性能を表示すること
については差し支えないこととしています。

予告広告において、間取りが未確定の
場合も表示する必要がありますか。

Q10

サブリース住宅については、①建物所有者とサブ
リース事業者間での賃貸（特定賃貸借）、②サブリー
ス事業者と入居者間での賃貸（転貸借）が行われて
おり、建物所有者が反復継続的に賃貸を行っている
場合 は、一般に、①建物所有者はサブリース事業
に対し、 ②サブリース事業者は入居者に対し、そ
ぞれ表示する努力義務を負うものと考えられます。

Q9
サブリース事業者を経由する
ラベル伝達のフローは？

地方公共団体が条例等で定めるラベルの中で、本制
度における表示すべき事項（エネルギー消費性能や
断熱性能（住宅のみ）の多段階評価及び評価日）が
表示されている場合には、必ずしも本制度のラベル
を二重で表示する必要は無いこととしています。

地方公共団体のラベルと二重で
表示する必要がありますか。

Q11
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省エネ性能表示制度
事業者向け概要資料

建築物省エネ法に基づく

国土交通省
住宅局参事官 ( 建築企画担当 )付  
03-5253-8111

https://www.mlit.go.jp/
shoene-label/建築物省エネ表示

本制度に関することは
※本資料は、不動産情報サイト事業者連絡
協議会（RSC）が、国土交通省の補助事業
の採択を受けて作成したものです
(編集協力：国土交通省）

第 1版（2023 年 9 月）
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ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業
調査発表会 2023

ZEHビルダー/プランナー登録制度について
 2-1. 概要と登録要件

 2-2. ZEHビルダー/プランナー（フェーズ2）登録状況

 2-3. R4年度ZEHビルダー/プランナー（フェーズ2）

          実績報告の分析

 2-4. R3年度またはR4年度にZEH実績のない

          ZEHビルダー/プランナーの実情調査 PartⅡ
 2-5. 建売登録ZEHビルダー/プランナーを対象とした

  建売住宅の実情とZEH化に関するアンケート調査報告

2
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2-1. 概要と登録要件

2-1-1. ZEHビルダー/プランナーの概要

ZEHビルダー/プランナーの役割

•
•
•

•

ZEHビルダー/プランナーの登録要件

45



2-1-2. ZEHビルダー/プランナーの登録区分

ZEHビルダー/プランナー登録は以下の登録単位及び地域種別の区分等により分類されます。

（1）登録の単位

（2）地域による区分

（3）住宅の種別による区分

（4） 「ZEHビルダー」、「ZEHプランナー」の選択
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2-2. ZEHビルダー/プランナー（フェーズ2）登録状況

2-2-1. ZEHビルダー/プランナー登録数の推移  

ZEHビルダー/プランナーの累計登録数は、2022年度末で5,268社。
2023年度に入ってからの新規登録は10月末時点で328社、累計5,584社。
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2-2-2. ＜ご参考＞ 【RR4】 都道府県別 戸建（持家）新築件数

2-2-3. 都道府県別ZEHビルダー/プランナー登録数（拠点所在地）  

全国的に一般工務店による登録がなされている状況。住宅着工統計の分布に近似。

（件）
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2-2-4. ZEHビルダー/プランナー登録数（種別ごとの登録数）

「注文住宅」を含む登録は、全体の98.8％を占める。「建売住宅」を含む登録は、全体の28.9％。

2-2-5. ZEHビルダー/プランナー登録（フェーズ2）2025年度目標の状況 （注文住宅・建売住宅）

全体の約34.1％が2025年度までに、自社が受注する新築戸建注文住宅・新築戸建建売住宅のうち
ZEHシリーズの割合を75％以上とする目標を掲げている。
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2-2-6. ZEHビルダー/プランナー登録（フェーズ2）2025年度目標の状況 （既存改修）

全体の約24.4％が2025年度までに、自社が受注する既存戸建住宅の改修のうち
ZEHシリーズの割合を75％以上とする目標を掲げている。
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2-3. R4年度ZEHビルダー/プランナー（フェーズ2）
実績報告の分析

調査・分析目的

調査・分析概要

2-3-1. ZEHビルダー/プランナー（フェーズ2）実績報告 実施概要  
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2-3-2. ＜ご参考＞ 用語紹介  

用語紹介

2-3-3. ZEHビルダー/プランナー実績報告の住宅市場カバー率

新設住宅（持家＋分譲）の住宅市場カバー率は53.6％。
注文住宅（持家）の住宅市場カバー率は74.4％、建売住宅（分譲）は18.1％。
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2-3-4. 2022年度のZEH普及状況

国土交通省「構造別, 建て方別, 利用関係別ー新設住宅の戸数（令和４年度）」に基づき、ZEH化率とZEH基準化率を算出。

2-3-5. 着工統計にみる新築戸建住宅（注文＋建売）における2022年度のZEH化率の推移

新築戸建住宅（注文＋建売）におけるZEH化率の推移は以下のとおり。

59,191
68.9

29,752
9.8

88,943
22.8
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新築戸建注文住宅におけるZEH化率の推移は以下のとおり。

2-3-6. 着工統計にみる新築戸建注文住宅における2022年度のZEH化率の推移

27.4%

34.4%

42.3%
47.9%

56.3%
61.3%

4.7% 6.1% 7.6% 8.6% 9.5% 10.7%11.8%
15.2%

19.2% 20.6%
24.0%

28.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

2016 2017 2018 2019 2020 2021

13 137 15015
157 172

18 527 545

25,705 219,563 245,268 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

ZEH

ZEH Nearly ZEH ZEH Oriented

54,376
61.3

20,299
10.7

74,675
26.8

82,356
33.5

2-3-7. 着工統計にみる新築戸建建売住宅における2022年度のZEH化率の推移

新築戸建建売住宅におけるZEH化率の推移は以下のとおり。

4,003
79.6

2,584
1.9

6,587
4.6
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2-3-8. 着工統計にみる2022年度のZEH基準化率

新築戸建注文住宅、新築戸建建売住宅におけるZEH基準化率は以下のとおり。

4,162
82.7

5,305
3.8

9,467
6.6

63,621
78.6

54,756
33.1

118,377
48.1

60,061
19.7

67,783
78.9

127,844
32.7

2-3-9. 2022年度のZEHビルダー/プランナーにおけるZEH着工数・割合

住宅の年間着工棟数に対して、ZEHビルダー/プランナー実績報告の集計値が占める割合は以下のとおり。
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2-3-10.新築戸建住宅（注文＋建売）におけるZEH普及実績の集計（概要）

2-3-11.既存改修におけるZEH普及実績の集計（概要）



2-3-12. 2022年度における自社ZEH普及目標の達成状況

2022年度の自社ZEH普及目標を達成したZEHビルダー/プランナーは1，101社で全体の25.7％。

2-3-13. ZEHビルダー/プランナーの年間建築総計（全体_2022年度実績）

登録ZEHビルダー/プランナーの2022年度実績では、39.9％の住宅がZEHシリーズ、 57.4％の住宅がZEH基準であった。

57



2-3-14. ZEHビルダー/プランナーの年間建築総計（ハウスメーカー_2022年度実績）

ハウスメーカーの2022年度実績では、69.0％の住宅がZEHシリーズ、 79.0％の住宅がZEH基準であった。

2-3-15. ZEHビルダー/プランナーの年間建築総計（一般工務店_2022年度実績）

一般工務店の2022年度実績では、21.7％の住宅がZEHシリーズ、 43.9％の住宅がZEH基準であった。
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/

2-3-16. ZEH / ZEH 2025 ZEH

2025 64.1 59.4 ZEH

/

2-3-17. ZEH / ZEH 2025 ZEH

2025 71.0 ZEH
2022
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/

2-3-18. ZEH / ZEH 2025 ZEH

2025 64.1 59.4 ZEH

/

ZEH /

2-3-19. ZEH / 2 2022 ZEH
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2-3-20. ZEHビルダー/プランナー（フェーズ2）実績報告 2022年度における自社ZEH普及目標の未達理由「体制不備」の内訳

ZEH普及目標未達理由を「体制不備」としたZEHビルダー/プランナーの理由詳細を分析した結果、
昨年調査に引き続き、「社内の人員不足」が最多となった。

（社）

2-3-21. ZEHビルダー/プランナー（フェーズ2）実績報告 2022年度における自社ZEH普及目標の達成理由

自社目標を達成したZEHビルダー/プランナーによる「達成理由」は以下のとおり。
社内体制では「社内研修/勉強会等社員のスキルアップを図った」が最多に。顧客対策では「補助金を積極的に活用した」が
最多となった。

（社）
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2-3-22. 2022年度の総括

（2-3-4 参照）

（2-3-4 参照）

（2-3-4 参照）

（2-3-4 参照）

（2-3-12、 2-3-19、 2-3-21 参照）

2022年度の総括
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2-4. R3年度またはR4年度にZEH実績のない
 ZEHビルダー/プランナーの実情調査 PPartⅡ

2-4-1. 実施概要
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2-4-2. アンケート回答者の基本情報①

事業形態や昨年度の注文住宅、建売住宅の建設実績を伺いました

2-4-3. アンケート回答者の基本情報②

これまでのZEH住宅の建設実績を伺いました（補助金利用有無に関わらない建設実績）
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2-4-4. アンケート回答者の基本情報③

SIIのホームページに前年度にZEHビルダー/プランナーへ行ったアンケートの
分析結果の掲載があることをご存じか伺いました

2-4-5. アンケート回答者の基本情報④

前年度に行った下記の断熱仕様についてのアンケート結果をご覧になった感想を伺いました

屋根・天井 床 開口部位外壁
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2-4-6. 各事業者の断熱仕様

自社の断熱仕様をZEH仕様にするにはどの部位を強化する必要があるか伺いました

SIIが提供する 「ZEH（戸建住宅）事例検索ツール」 のご紹介 （ ）

2-4-7. ZEH（戸建住宅）事例検索ツールについて①
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2-4-8. ZEH（戸建住宅）事例検索ツールについて②

事例検索ツールを使用したことがあるか伺いました

標準仕様でZEH仕様を満たしていない事業者へ、事例検索ツールはZEH仕様の検討に役立ちそうか伺いました

2-4-9. ZEH（戸建住宅）事例検索ツールについて③

•

•

•

•

•

•

•

•

•
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2-4-10. ZEH仕様への対応について①

ZEH仕様を決める予定と、その金額について伺いました

お客様が省エネ関連の補助金の利用を希望したことがあるか、
また、補助金の利用を検討、あるいは実際に使ったことがあるかを伺いました

2-4-11. ZEH仕様への対応について②
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省エネ関連の補助金の利用実績がある事業者へ補助金を利用するための住戸性能を証明する資料及び
補助金に対応するためのコストアップについて伺いました

2-4-12. ZEH仕様への対応について③

補助金を検討したが使わなかった、または補助金を使ったことがない事業者へその理由を伺いました

2-4-13. ZEH仕様への対応について④
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2-4-14. ZEHの設計体制について

各事業者が省エネに関して自社でできることについて伺いました

2-4-15. 太陽光発電システムの設置状況①

太陽光発電システムの設置状況について伺いました
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0円ソーラー等初期費用のかからない太陽光発電システムの設置について伺いました

2-4-16. 太陽光発電システムの設置状況②

2-4-17. 太陽光発電システムの設置状況③

0円ソーラーを知っているが使ったことがない事業者に伺いました
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標準仕様がZEH仕様でない事業者に今回実施したアンケートは
今後のZEH仕様検討へのきっかけになったかを伺いました

2-4-18. まとめ

単一回答

•

•

•

•

•

•

•

•
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2-5. 建売登録ZEHビルダー/プランナーを対象とした建売
住宅の実情とZEH化に関するアンケート調査報告

2-5-1. R4年度建売ZEHビルダー/プランナー追加調査 実施概要
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2-5-2. アンケート回答者の建売住宅建設実績 

昨年の建売住宅建設実績について伺いました

建売分譲エリアの

2-5-3. アンケート回答者の主な建売分譲エリアの断熱地域区分

主な建売分譲エリアの断熱地域区分は以下のとおりです
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2-5-4. 建売住宅の断熱性能について①

建設する建売住宅の平均ＵＡ値について伺いました

2-5-5. 建売住宅の断熱性能について②

各事業者の建設する建売住宅の標準的な断熱性能を各部位ごとに伺いました
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2-5-6. 建売住宅のZEH仕様の現状

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2 3 4 5 6 7

建売・注文住宅におけるZEHシリーズの割合は、以下のとおりです

H

2-5-7. 建売住宅の購入者が重視する項目

建売住宅の購入者が重視する項目について伺いました
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2-5-8. 省エネ補助金の利用について

省エネに関連の補助金の利用を検討、あるいは実際に使ったことがあるかを伺いました

2-5-9. 建売住宅における太陽光発電システムの販売・設置状況について

太陽光発電システムの販売・設置について伺いました
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•

•

•

•

•

まとめ

2-5-10. まとめ
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ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業
調査発表会 2023

戸建住宅に係るZEH補助事業について
 3-1. 戸建ZEH補助事業の概要

 3-2. ZEH支援事業（ZEH、ZEH＋）、

次世代ZEH＋（注文・建売・TPO）実証事業、

  次世代HEMS実証事業 申請状況

 3-3. R4年度事業のBELS評価書、一次エネルギー消費量

 計算結果（住宅版）を基にした集計の分析

 3-4. 戸建ZEH事業者アンケート調査による実績報告分析

3
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3-1. 戸建ZEH補助事業の概要3-1. 戸建ZEH補助事業の概要

3-1-1. はじめに
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3-1-2. 戸建住宅におけるZEHの定義

•

•

•
•

•

•
•

3-1-3. 2023年のZEH補助金
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高断熱外皮、高性能設備と制御機構、蓄電システム等を組み合わせ、住宅の年間一次エネルギー消費量が
正味（ネット）でゼロとなる住宅。

3-1-4. ZEH支援事業（ZEH）の補助対象住宅の概要

3-1-5. ZEH支援事業（ZEH＋）の補助対象住宅の概要

現行の『ZEH』より省エネルギーを更に深掘りするとともに、設備のより効率的な運用等により太陽光発電等の
自家消費率拡大を目指したZEH（以下、「ZEH＋」という）。
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将来の更なる普及に向けて供給を促進すべきZEHとして、ZEH＋に蓄電システム、V2H充電設備（充放電設備）、

燃料電池、太陽熱利用温水システム、太陽光発電システム１０ｋＷ以上を活用するモデル。

3-1-6. 次世代ZEH＋（注文・建売・TPO）実証事業の補助対象住宅の概要

太陽光発電の自家消費率を更に向上させるため、AI・IoT等を活用するZEHとして、太陽光発電システムや

蓄電池等の最適制御を行うモデル。

3-1-7. 次世代HEMS実証事業の補助対象住宅の概要

84



3-2. ZEH支援事業（ZEH、ZEH＋）、
 次世代ZEH＋（注文・建売・TPO）実証事業、
 次世代HEMS実証事業 申請状況

3-2-1. 年度別 事業件数の推移

R5年度は、10月末までにZEH支援事業：6,180戸、次世代ZEH＋実証事業：1,167戸、
計：7,347戸について、交付決定を行った。
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3-2-2. ZEHビルダー/プランナー別 交付決定件数内訳

補助事業ごとの、ハウスメーカーと一般工務店の割合は以下のとおり。
 ※次世代ZEH＋実証事業には、「次世代HEMS実証事業」を含む。

3-2-3. 都道府県別 交付決定件数（2事業合算）

都道府県ごとの交付決定件数と、関与するZEHビルダー/プランナーの種別は以下のとおり。
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3-2-4. ＜再掲＞【R4】 都道府県別 戸建（持家）新築件数

3-2-5. 都道府県別 戸建（持家）新築件数に対する交付決定シェア（2事業合算）

都道府県ごとの、着工棟数における交付決定件数のシェアは以下のとおり。
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3-2-6. ＜再掲＞都道府県別ZEHビルダー/プランナー登録数（拠点所在地）  

全国的に一般工務店による登録がなされている状況。住宅着工統計の分布に近似。

3-2-7. 交付決定を受けた事業に関与したZEHビルダー/プランナー数 全国分布（本社所在地）

ZEHビルダー/プランナーの参画状況は以下のとおり。
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補助事業ごとの交付決定を受けた事業におけるZEHランクの内訳は以下のとおり。

 ※次世代ZEH＋実証事業には、「次世代HEMS実証事業」を含む。

3-2-8. 『ZEH』・Nearly ZEH・ZEH Oriented の分布

3-2-9. 都道府県別 事業ごとの交付決定件数

補助事業ごとの、交付決定件数の分布は下記のとおり。

 ※次世代ZEH＋実証事業には、「次世代HEMS実証事業」を含む。
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3-2-10. 選択要件 組み合わせ分布（ZEH支援事業のうちZEH＋）

［ZEH＋の選択要件］は、78.1％の事業者が「外皮性能の更なる強化」と「電気自動車を活用した自家消費の拡大措置の
ための充電設備または充放電設備」の組み合わせを選択。

❶ 外皮性能の更なる強化

❷ 高度エネルギーマネジメント

❸ 電気自動車を活用した自家消費 
の拡大措置のための充電設備
または充放電設備

3-2-11. 選択要件 組み合わせ分布（次世代ZEH＋実証事業）

［ZEH＋の選択要件］は、63.8％の事業者が「外皮性能の更なる強化」と「電気自動車を活用した自家消費の拡大措置の
ための充電設備または充放電設備」の組み合わせを選択。
［次世代ZEH＋の追加選択要件］では、蓄電システムを選択する事業者が約9割となった。

ZEH＋選択要件の組み合わせ（N＝1,062）

次世代ZEH＋の導入設備（N＝1,134）

❶ 外皮性能の更なる強化

❷ 高度エネルギーマネジメント

❸ 電気自動車を活用した自家消費 
の拡大措置のための充電設備
または充放電設備
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3-2-12. 選択要件 組み合わせ分布（次世代HEMS実証事業）

［ZEH＋の選択要件］は、91.4％の事業者が「高度エネルギーマネジメント」と「電気自動車を活用した自家消費の拡大措置の
ための充電設備または充放電設備」の組み合わせを選択。

ZEH＋選択要件の組み合わせ（N＝105）

次世代ZEH＋の導入設備（N＝113）

❶ 外皮性能の更なる強化

❷ 高度エネルギーマネジメント（必須）

❸ 電気自動車を活用した自家消費 
の拡大措置のための充電設備
または充放電設備

3-2-13. 追加設備の導入状況（ZEH支援事業）

ZEH支援事業において交付決定を受けた事業の追加設備（※蓄電システムを除く）の内訳は下表のとおり。
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3-2-14. ZEH ZEH

補助事業ごとの交付決定を受けた事業の蓄電システムの導入件数の推移は以下のとおり。
※次世代ZEH＋実証事業には、「次世代HEMS実証事業」を含む。

蓄電システム蓄電容量の平均値はR4と同程度。

3-2-15. ZEH支援事業、次世代ZEH＋実証事業において交付決定を受けた事業の蓄電システム蓄電容量の推移

※次世代ZEH＋実証事業には、「次世代HEMS実証事業」を含む。
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補助事業ごとの、交付決定を受けた事業のV2H充電設備（充放電設備）導入件数の推移は以下のとおり。

3-2-16. 次世代ZEH＋実証事業において交付決定を受けた事業のV2H導入件数の推移

※次世代ZEH＋実証事業には、「次世代HEMS実証事業」を含む。

次世代ZEH＋実証事業において、交付決定を受けた事業のTPOモデルの導入件数は以下のとおり。

3-2-17. TPOモデルを活用した次世代ZEH＋実証事業の交付決定状況

事業において、交付決定を受けた事業のTPOモデルの導入件数は以下のと
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3-3. R4年度事業のBELS評価書、一次エネルギー消費量
 計算結果（住宅版）を基にした集計の分析

3-3-1. R4年度事業のBELS評価書、一次エネルギー消費量計算結果（住宅版）を基にした集計・分析実施概要
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3-3-2. 再生可能エネルギーを除く一次エネルギー消費量削減率

補助事業ごとの再生可能エネルギーを除く一次エネルギー消費量削減率は以下のとおり。

3-3-3. 再生可能エネルギーを含む一次エネルギー消費量削減率

「ZEH支援事業（ZEH＋）」、 「次世代ZEH＋実証事業」においてはR3年度よりも一次エネルギー消費量削減率の向上がみられた。
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3-3-4. 太陽光発電システムの再生可能エネルギー・システムの容量

補助事業ごとの太陽光発電システムの容量の平均値は、ZEH支援事業（ZEH）：5.8kＷ、 ZEH支援事業（ZEH＋） ：7.2ｋＷ、
   次世代ZEH+実証事業：7.0ｋＷであった。

※ ZEH Orientedを除く

3-3-5. 延床面積の分布

ZEH支援事業(ZEH)、ZEH支援事業(ZEH＋)、次世代ZEH＋実証事業における延床面積の分布は以下のとおり。
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3-3-6. 地域区分別一次エネルギー消費量削減率（再生可能エネルギー分を除く）の分布（ZEH支援事業のうちZEH）

ZEH支援事業（ZEH）の地域ごとの一次エネルギー消費量削減率の分布は以下のとおり。

（%）

3-3-7. 地域区分別一次エネルギー消費量削減率（再生可能エネルギー分を除く）の分布（ZEH支援事業のうちZEH＋）

ZEH支援事業（ZEH＋）の地域ごとの一次エネルギー消費量削減率の分布は以下のとおり。
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3-3-8. 地域区分別一次エネルギー消費量削減率（再生可能エネルギー分を除く）の分布（次世代ZEH＋実証事業）

次世代ZEH＋実証事業の地域ごとの一次エネルギー消費量削減率の分布は以下のとおり。

3-3-9. 都道府県別外皮性能分布（実数） （ZEH支援事業のうちZEH）

ZEH支援事業（ZEH）の都道府県別外皮性能分布は以下のとおり。
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3-3-10. 都道府県別外皮性能分布（実数） （ZEH支援事業のうちZEH＋）

ZEH支援事業（ZEH＋）の都道府県別外皮性能分布は以下のとおり。
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3-3-11. 都道府県別外皮性能分布（実数） （次世代ZEH＋実証事業）

次世代ZEH＋実証事業の都道府県別外皮性能分布は以下のとおり。
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3-3-12. 地域区分別外皮性能分布（1～3地域）（ZEH支援事業のうちZEH）

２地域は約13％がＵＡ値：0.30以下。
３地域は、「ＵＡ値：0.45超～0.50以下」が約22％程度存在するが、約45%は「ＵＡ値：0.40以下」。

 ※3地域はサンプル数僅少のため、参考値。

3-3-13. 地域区分別外皮性能分布（1～3地域）（ZEH支援事業のうちZEH＋）

２地域は約48％がＵＡ値：0.25以下。
３地域は約65％がＵＡ値：0.30以下。

100



3-3-14. 地域区分別外皮性能分布（1～3地域）（次世代ZEH＋実証事業）

「外皮性能の更なる強化」を選択した事業の影響で、ＺＥＨ支援事業よりも高い外皮性能分布となった。
 ※サンプル数僅少のため、参考値。

3-3-15. 地域区分別外皮性能分布（4～7地域）（ZEH支援事業のうちZEH）

５～７地域では、「ＵＡ値：0.50超～0.55以下」が4割以上を占めている。
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3-3-16. 地域区分別外皮性能分布（4～7地域）（ZEH支援事業のうちZEH＋）

５～７地域では、「ＵＡ値：0.45超～0.50以下」が最も多い。

3-3-17. 地域区分別外皮性能分布（4～7地域）（次世代ZEH＋実証事業）

４～７地域では、「ＵＡ値：0.45超～0.50以下」が約4割を占める状況。
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3-3-18. 主たる居室の暖房設備

補助事業ごとの主たる居室の暖房設備導入比率は以下のとおり。

補助事業ごとの主たる居室の冷房設備導入比率は以下のとおり。
全般的にルームエアコンディショナーの導入が大半を占めている。

3-3-19. 主たる居室の冷房設備
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3-3-20. 給湯設備の導入状況

補助事業ごとの給湯設備の導入件数は以下のとおり。

補助事業ごとの床暖房の熱源の導入比率は以下のとおり。

3-3-21. 床暖房の熱源の導入状況
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蓄電容量別件数

太陽光発電システムのパネル容量と蓄電システム蓄電容量の相関

蓄電システムを導入した補助対象住宅における、蓄電容量と太陽光発電システムの出力との相関は以下のとおり。

3-3-22. 太陽光発電システムのパネル容量と蓄電システム蓄電容量の相関と蓄電容量別件数（2事業合算）

3-3-23. 一次エネルギー消費量と再生可能エネルギー量の相関（ZEH支援事業のうちZEH）

地域区分ごとのネット・ゼロ・エネルギー達成状況は以下のとおり。
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3-3-24. 一次エネルギー消費量と再生可能エネルギー量の相関（ZEH支援事業のうちZEH＋）

地域区分ごとのネット・ゼロ・エネルギー達成状況は以下のとおり。
寒冷地になるほど、設計一次エネルギー消費量（横軸）、創エネルギー量（縦軸）がともに大きくなる傾向。

3-3-25. 一次エネルギー消費量と再生可能エネルギー量の相関（次世代ZEH＋実証事業）

地域区分ごとのネット・ゼロ・エネルギー達成状況は以下のとおり。
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3-3-26. 補助事業ごとの一次エネルギー消費割合平均（その他のエネルギー消費量を含む）

補助事業ごとの一次エネルギー消費割合平均は以下のとおり。

地域ごとの基準一次エネルギー消費量と設計一次エネルギー消費量は以下のとおり。

3-3-27. 地域区分ごとの一次エネルギー消費量 （ZEH支援事業のうちZEH）
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3-3-28. 地域区分ごとの一次エネルギー消費量 （ZEH支援事業のうちZEH＋）

地域ごとの基準一次エネルギー消費量と設計一次エネルギー消費量は以下のとおり。

3-3-29. 地域区分ごとの一次エネルギー消費量 （次世代ZEH＋実証事業）

地域ごとの基準一次エネルギー消費量と設計一次エネルギー消費量は以下のとおり。
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3-3-30. 5か年の外皮性能分布の推移

H30年度は「ＵＡ値：0.55超～0.6以下」がボリュームゾーンだったが、年度が進むにつれて「ＵＡ値：0.45超～0.5以下」へ
ボリュームゾーンが移り、外皮性能が向上してきている。

3-3-31. 断熱性能等級別の分布（ZEH支援事業のうちZEH）

ZEH支援事業（ZEH）の断熱性能等級別の分布状況は以下のとおり。
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3-3-32. 断熱性能等級別の分布（ZEH支援事業のうちZEH+）

ZEH支援事業（ZEH＋）の断熱性能等級別の分布状況は以下のとおり。

3-3-33. 断熱性能等級別の分布（次世代ZEH＋実証事業）

次世代ZEH＋実証事業の断熱性能等級別の分布状況は以下のとおり。
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3-4. 戸建ZEH事業者アンケート調査による実績報告分析

3-4-1. 実施概要

–
•
•
•
•
•

–
•
•

–
•
•
•
•
•
•
•
•

調査目的

ZEHに入居後2年間における「エネルギー消費量と創エネルギー量」の推移と、入居者の省エネ意識の変容を分析することで、
省エネ効果（設計値と実績値の比較）と、その背景（要因）の把握を行うことを目的とする。
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3-4-2. ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成状況/省エネ設計値/創エネ設計値達成状況の定義

ネット・ゼロ・エネルギー達成状況及び省エネ設計値・創エネ設計値達成状況の定義は以下のとおり。

3-4-3. 世帯人数別のその他エネルギー推計用係数（係数A）算出方法

本章では、「第15回・16回調査アンケート及びHEMSデータ報告」のうち事業者（n＝56）のその他エネルギーを調査・分析し、
世帯人数ごとに算出した「その他エネルギー設計値と実績値の対比係数A」を活用して、分析対象全件の「その他エネルギー
（実績値）」を以下のとおり推計した。

A

y = 0.1267x + 1.032
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3-4-4. その他エネルギー（実績値）の推計方法

その他エネルギー（実績値）の算出式は以下のとおり。
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調査結果サマリー

3-4-5. ZEH及び創エネ・省エネ達成度で分類したグループ

グループ内の事業者数と分布割合

3つの指標の達成度から事業者を8つのグループに分類した。

全体の約5割が省エネ設計値・創エネ設計値・ZEHの全てを達成。

また、4割弱は創エネ設計値・ZEHを達成しているものの、省エネ設計値が未達成となった。

※ 「ZEH達成」は、『ZEH』及び「Nearly ZEH」を含めている。
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3-4-6. ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰの達成状況

ネット・ゼロ・エネルギーを達成した事業者は全体の89.2％。

3-4-7. 省エネ設計値の達成状況

設計値以上の省エネを実現した事業者は、全体の56.4％。

事業者年度によって達成率に目立った違いは見られない。
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3-4-8. 創エネ設計値の達成状況

設計値以上の創エネルギー量を実現した事業者は全体の88.2％。

事業者年度によって達成率に目立った違いは見られない。
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設計値と実績値の比較

3-4-9. 実績値における一次エネルギー消費量削減率と再生可能エネルギーによる消費量削減率の相関

平均値で見ると、『ZEH』とNearly ZEHの全ての属性が実績値において、全ての定義を満たしていることを

 確認できる。
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3-4-10. 【定義】 設計値と実績値の比較 凡例

一次エネルギー消費量、PVによる創エネ量について、基準値、設計値、実績値を比較する。

グラフの凡例定義は下記のとおり。

3-4-11. 設計値と実績値の比較 （事業種別 ZEH・ZEH＋・次世代ZEH＋・ZEH＋R）

ZEH、ZEH＋、ZEH+Rは、その他エネルギーを除く一次エネルギー消費量の実績値は、設計値以下に。
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3-4-12. 設計値と実績値の比較 （ZEH＋の選択要件別）

❷高度エネルギーマネジメント＋❸電気自動車を活用した充電設備の組み合わせにおいては、その他エネルギーを除く
一次エネルギー消費量の実績値は、設計値以上に。

 ※❶＋❷、 ❶＋❷＋❸は、サンプル数僅少のため参考値。

3-4-13. 設計値と実績値の比較 （地域区分別） ①

その他エネルギーを除く一次エネルギー消費量（実績値）の削減率は、寒冷地ほど大きくなる。
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3-4-14. 設計値と実績値の比較 （地域区分別） ②

その他エネルギーを除く一次エネルギー消費量の実績値は、温暖地になるにつれ減少する傾向。
※８地域は、サンプル数僅少のため参考値。

3-4-15. 設計値と実績値の比較 （外皮性能別）（1～3地域のみ）

1～3地域で見ると、外皮性能が高いほど、その他エネルギーを除く一次エネルギー消費量削減率が大きい傾向にある。
※UA値:0.60超UA値:0.50超0.60以下は、該当なし。 UA値:0.40超0.50以下、UA値:0.30超0.40以下は、サンプル数僅少のため参考値。
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3-4-16. 設計値と実績値の比較 （外皮性能別）（4～7地域のみ）

1～3地域と同様に、外皮性能が高いほど、その他エネルギーを除く一次エネルギー消費量削減率は大きい傾向にある。
※UA値:0.60超は、該当なし。

3-4-17. 設計値と実績値の比較 （世帯人数別）

その他エネルギーを除く一次エネルギー消費量は、世帯人数が多いほど増加。
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3-4-18. 設計値と実績値の比較 （延床面積別）

その他エネルギーを除く一次エネルギー消費量の実績値は、延床面積が広いほど増加傾向がみられる。
※200㎡以上はサンプル数僅少のため参考値。

3-4-19. 設計値と実績値の比較 （年代別）

40代、60代、70代以上でその他エネルギーを除く一次エネルギー消費量の設計値を実績値が上回っている。

50代を除き、ネット・ゼロ・エネルギーを実現。
※10代以下、不明者はサンプル数僅少のため対象外。
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3-4-20. 設計値と実績値の比較 （PV容量別）

太陽光パネル容量別では、容量が大きくなるにつれその他エネルギーを除く一次エネルギー消費量の実績値は増加する一方、
容量が大きいほどネット・ゼロ・エネルギーを実現。

3-4-21. 設計値と実績値の比較 （蓄電システム導入有無別）

蓄電システムの導入有無に関わらず、ネット・ゼロ・エネルギーを達成している。
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3-4-22. 実績値が『ZEH』の定義を満たす事業者の割合 （その他エネルギー除く）

実績値で『ZEH』の定義を満たす事業者の割合は71.7％。
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ネット・ゼロ・エネルギー達成状況

3-4-23. 一次エネルギー消費量（その他エネルギー含む）と太陽光発電による創エネルギー量の月次推移

例年通り冬期（1月～3月）に一次エネルギー消費量が最も大きくなる。

創エネルギー量も例年通り、冬期に減少傾向。

自家消費量は、夏期は2022年の暑さのピークだった7月、冬期は3月に高くなる傾向。
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電力使用量は、猛暑の影響で2022年度は8月に増大した。

3-4-24. 電力・ガス使用量・発電量・買電量と自家消費量の月次推移①（年度比較）

冬期（12月～3月）と7月でグループ間の差が大きくなる。電力使用量・ガス使用量はほぼ昨年並みで推移。

3-4-25. 電力・ガス使用量・発電量・買電量と自家消費量の月次推移②（年度比較）
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家電・調理等で消費される「その他エネルギー」を差し引き、 ネット・ゼロ・エネルギーが実現できているグループと

 実現できていないグループを分けると、『ZEH』グループでは全体の90.9%がネット・ゼロ・エネルギーを達成している。

3-4-26. ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成分布 （その他エネルギー除く）

実現できていないグループ

実現できているグループ

事業種別問わず、おおむね9割前後がネット・ゼロ・エネルギーを達成している。

3-4-27. 事業種別（ZEH・ZEH＋・次世代ZEH＋・ZEH＋R） ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成分布 （その他エネルギー除く）

実現できていないグループ

実現できているグループ
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寒冷地においても80％以上の事業者がネット・ゼロ・エネルギーを達成。
※1地域は0件のため、グラフなし。 8地域はサンプル数僅少のため参考値。

3-4-28. 地域区分別 ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成分布 （その他エネルギー除く）

実現できていないグループ

実現できているグループ

サンプル数は少ないながら、寒冷地においても90％以上の事業者がネット・ゼロ・エネルギーを実現。
※UA値:0.60超UA値:0.50超0.60以下は、サンプル数0のためグラフなし。UA値：0.30超0.40以下、UA値：0.40超0.50以下は参考値。

3-4-29. 外皮性能別 ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成分布 （その他エネルギー除く）（1～3地域）

実現できていないグループ

実現できているグループ
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外皮性能が高いほどネット・ゼロ・エネルギー達成率が高い傾向にある。

3-4-30. 外皮性能別 ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成分布 （その他エネルギー除く）（4～7地域）

実現できていないグループ

実現できているグループ

世帯人数が少ないほど、ネット・ゼロ・エネルギー達成率が高い傾向にある。

3-4-31. 世帯人数別 ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成分布 （その他エネルギー除く）

実現できていないグループ

実現できているグループ
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床暖房ありグループは、床暖房なしグループに比べてネット・ゼロ・エネルギー達成率が高い。

3-4-32. 床暖房有無別 ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成分布 （その他エネルギー除く）

実現できていないグループ

実現できているグループ

夏はわずかではあるが、節電要請への取り組みを「毎日行った」事業者のネット・ゼロ・エネルギー実現比率が最も高い。

3-4-33. 節電要請への取り組み別 ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成分布 （その他エネルギー除く） （夏）

実現できていないグループ

実現できているグループ
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冬は節電要請への取り組みによる、ネット・ゼロ・エネルギー実現比率の違いはほとんど見られない。

3-4-34. 節電要請への取り組み別 ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ達成分布 （その他エネルギー除く） （冬）

実現できていないグループ

実現できているグループ
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太陽光発電量の自家消費状況の分析

3-4-35. 太陽光発電量・太陽光売電量と自家消費率の状況 （事業種別 ZEH・ZEH＋・次世代ZEH＋・ZEH＋R）

事業種別で見ると、ZEH+の自家消費率が高い。

ただし、ZEH+事業は、他に比べて発電量・売電量・自家消費量いずれもやや高い傾向にある。
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3-4-36. 太陽光発電量・太陽光売電量と自家消費率の状況 （ZEH＋の選択要件別）

ZEH＋の選択要件における組み合わせごとの自家消費率は以下のとおり。
※ ＋❷、 ＋❷＋ はサンプル数僅少のため参考値。

3-4-37. 太陽光発電量・太陽光売電量と自家消費率の状況 （地域区分別）

サンプル数が十分な3地域～7地域でみると、温暖な地域の方が自家消費率がやや高い傾向にある。
※1地域は0件のため、グラフなし。 8地域はサンプル数僅少のため参考値。
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3-4-38. 太陽光発電量・太陽光売電量と自家消費率の状況 （外皮性能別）

外皮性能が高いほど、自家消費率が高い傾向にある。
※UA値:0.60超は、サンプル数0のためグラフなし。

3-4-39. 太陽光発電量・太陽光売電量と自家消費率の状況 （PV容量別）

PV容量が小さいほど、自家消費率は高くなる傾向にある。
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3-4-40. 太陽光発電量・太陽光売電量と自家消費率の状況 （世帯人数別）

世帯人数が多くなるにつれて、自家消費率が高くなる傾向にある。

3-4-41. 太陽光発電量・太陽光売電量と自家消費率の状況 （蓄電システム導入有無別）

蓄電システム導入者は非導入者と比べても、自家消費率に大きな差はない。
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3-4-42. 太陽光発電量・太陽光売電量と自家消費率の状況 （延床面積別）

160㎡以上～200㎡未満の事業者の自家消費率が最も高い。
※200m²以上はサンプル数僅少のため参考値。

3-4-43. 地域区分別自家消費率の状況 （事業種別）

2地域及び6地域では、ZEH+事業者の方がZEH事業者に比べて、自家消費率がやや高い。
※1地域は0件のため、グラフなし。 8地域はサンプル数僅少のため参考値。
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3-4-44. 地域区分別自家消費率の状況 （PV容量別）

4地域～7地域では、PV容量が多い方が自家消費率が低い傾向にある。
※1地域は0件のため、グラフなし。 8地域はサンプル数僅少のため参考値。

3-4-45. 地域区分別自家消費率の状況 （世帯人数別）

世帯人数が多いほど、自家消費率は高い傾向にある。
※1地域は0件のため、グラフなし。 8地域はサンプル数僅少のため参考値。
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3-4-46. 地域区分別自家消費率の状況 （蓄電システム導入有無別）

蓄電システム導入有無による自家消費率に大きな差はない。
※1地域は0件のため、グラフなし。 8地域はサンプル数僅少のため参考値。
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電気自動車やプラグインハイブリッド車の導入運用状況と
ZEHの停電時の電力確保状況

EVの保有率は、2022年度の最新調査で4.4%と昨年3.1%から微増。

ZEH種別で比較すると、ZEH+事業者の方がZEH事業者よりも保有率が昨年調査に引き続き高い傾向にある。

3-4-47. EV（プラグインハイブリッド車を含む）保有状況推移
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3-4-48. EV（プラグインハイブリッド車を含む）のエネルギー充電状況

EVを保有する事業者のうち、 「太陽光発電の電力を電気自動車等に充電した」と回答した事業者は、

 夏で28.1％、冬で28.9％と前年より増加。

太陽光発電の電力を使用して充電した事業者は約3割を占める。

n=178 n=218

EV （プラグインハイブリッド車を含む）の

エネルギー充電状況(夏)

EV （プラグインハイブリッド車を含む）の

エネルギー充電状況(冬)

全体の5.4％が2022年4月から2023年3月までに、自然災害による停電を経験。

2022年9月の台風15号によって停電を経験した事業者が多く、停電を経験した事業者の48.4％が回答。

3-4-49. 自然災害種別の停電発生状況

自然災害による停電発生状況 自然災害種類別の停電発生状況
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2022年8月集中豪雨では76.5％の事業者が12時間未満での復旧を体験している。

3-4-50. 自然災害時の停電時間状況

「太陽光発電を自立運転に切り替えて電力を確保」と回答した事業者が最も多く、全体の30.4％が回答。

ZEHのほうがZEH+より「太陽光発電を自立運転に切り替えて電力を確保」と回答した割合が高い。

3-4-51. 停電発生時の電力利用状況
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全体の半数弱の事業者が「停電時の自立運転を知っていて、切り替え方法を理解している」と回答。

ZEH、ZEH+事業者で認知率はZEH+のほうが高い。

3-4-52. 停電時に太陽光発電システムを自立運転に切り替え、発電した電力が利用可能であることの認知
    ※1年目（H31年度・R1年度補正・R2年度・R2年度補正・R3年度事業者）にのみ聴取
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過去３年間の比較分析

2021年度は前後1年と比べて一次エネルギー消費量が多い。

2022年度は5月、7月、9月は過去3年の同月で一次エネルギー量が最大となった。

3-4-53. 過去3年間の月次一次エネルギー消費量（その他エネルギー含む）の比較
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2022年度の年間創エネルギー量は過去3年で最も多い。

3-4-54. 過去3年間の月次創エネルギー量の比較

2022年度の年間自家消費率は、過去3年間で最も高い。

3-4-55. 過去3年間の月次自家消費率（その他エネルギー含む）の比較
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電力・ガス料金と売電額の相関

3-4-56. 一次エネルギー使用コストと購入額／売電額の月次推移

電力・ガス料金と売電額の単月収支は、例年に比べてマイナスとなる月が多く、特に12月～2月に顕著である。

赤字額は特に2月で大きく-6,174円。

1戸あたりの年間エネルギーコスト収支は、昨年に引き続きマイナスで、その幅も拡大し-59,245円。
（2021年：-29,555円／年・戸）。
昨年の年間エネルギー購入額の高騰が影響していると見られる。
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2022年度は電力購入額・ガス利用額とも、昨年に比べて高い。

一方、売電額は9月を除き年間を通して昨年より低い傾向にある。
（参考）2月、3月においては電気・ガス価格激変緩和対策事業により電気、都市ガス料金の負担軽減が行われている。

3-4-57. 電力購入額・ガス利用額・発電による売電額の状況 （まとめ）①

電力購入額・ガス利用額・発電による売電額の推移

通年で電力購入額、ガス利用額ともに昨年より増加。特に12月、1月の差が大きい。

 また、12月～3月は通年の平均値よりも大きい値となった。

2021年度・2022年度の売電額の差は4月と8月、10月、12月～2月で1,000円以上となった。

3-4-58. 電力購入額・ガス利用額・発電による売電額の状況 （まとめ）②

電力購入額の推移

ガス利用額の推移

売電額の推移

146



3-4-59. 電力・ガス購入額と売電額の相関

売電額がエネルギー購入額を上回りコスト面のエネルギー収支がプラスとなったのは、事業者のうち約2割。

『ZEH』事業者はNearly ZEH事業者と比べて、エネルギー購入額が小さく、売電額が大きい。

[参考]各セグメントごとの平均値での相関

3-4-60. 事業種別（ZEH・ ZEH＋・次世代ZEH＋・ ZEH＋R） 電力・ガス購入額と売電額の相関

売電額がエネルギー購入額を上回りコスト面のエネルギー収支がプラスとなる割合はZEH+Rが最も低い。

[参考]各セグメントごとの平均値での相関

各セグメントごとのグループ比率
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3-4-61. 地域区分別 電力・ガス購入額と売電額の相関

エネルギーコスト収支は地域により大きな差は開いていない。

寒冷地では、エネルギー購入額・売電額ともに大きい。
※1地域は0件のため、グラフなし。 8地域はサンプル数僅少のため参考値。

[参考]各セグメントごとの平均値での相関

各セグメントごとのグループ比率

3-4-62. 外皮性能別 電力・ガス購入額と売電額の相関 （2-3地域）

2-3地域では、売電額がエネルギー購入額を上回りコスト面のエネルギー収支がプラスとなる割合は
 UA値0.30超0.40以下で最も高い。
 ※UA値:0.60超UA値:0.50超0.60以下は、サンプル数0のためグラフなし。UA値:0.30超0.40以下、 UA値:0.40超0.50以下は参考値。

[参考]各セグメントごとの平均値での相関

各セグメントごとのグループ比率
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3-4-63. 外皮性能別 電力・ガス購入額と売電額の相関 （4-7地域）

外皮性能が高いほどエネルギー収支がプラスになる割合が高い傾向にある。
※UA値:0.60超は、サンプル数0のためグラフなし。

[参考]各セグメントごとの平均値での相関

各セグメントごとのグループ比率

3-4-64. 世帯人数別 電力・ガス購入額と売電額の相関

1人世帯ではエネルギーコストが黒字の割合が4割を超える。

[参考]各セグメントごとの平均値での相関

各セグメントごとのグループ比率
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ZEHでの生活実感の分析

3-4-65. ZEH推奨ポイント （ネット・ゼロ・エネルギー達成状況別）

推奨ポイントの上位は「光熱費の安さ」（52.9％）、「冬に結露が発生しない」（39.8％）、「夏の省エネ効果」（38.5％）。

ネット・ゼロ・エネルギー達成グループでは、「光熱費の安さ」（53.8％）、「冬の省エネ効果」（34.1％）といったエネルギー削減

 効果に関する項目の割合が未達成グループに比べて高い（6.7～8.6ポイント差）。

未達成グループは「冬に結露が発生しない」（46.1％）の割合が達成グループに比べ高い（7.0ポイント差）。
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3-4-66. ZEH推奨ポイント （ZEH/ZEH+別）

ZEHの推奨ポイントは、「光熱費の安さ」の割合が突出して高く、事業者の半数が挙げている。

「冬も浴室・洗面脱衣所やトイレが寒くない」の回答割合は、ZEH+事業者の方がZEH事業者に比べて5.6ポイント高い。

3-4-67. ZEH推奨ポイント （外皮性能別）

外皮性能別で見ると、外皮性能が高いほど「冬の省エネ効果」、「部屋ごとの温度差が小さく過ごしやすい」、「冬もお風呂、

 洗面脱水所やトイレが寒くない」といった”冬期の過ごしやすさ・省エネ効果“に関する項目の回答割合が高くなる傾向がある。
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3-4-68. ZEHに住んでからの実感 （夏） （ネット・ゼロ・エネルギー達成状況別）

達成・未達成に関わらず、70％以上の事業者が「以前よりも涼しく暮らしやすい」「快適な住まいが実現できている」と回答。

達成グループの方が未達成グループに比べて、「我慢の省エネをしなくても光熱費が抑えられている」と答えた割合が

25.2ポイント高い。

※1年目（H31年度・R1年度補正・R2年度・R2年度補正・R3年度事業者）にのみ聴取

3-4-69. ZEHに住んでからの実感 （冬） （ネット・ゼロ・エネルギー達成状況別）

達成・未達成に関わらず、70％以上の事業者が「以前よりも暖かく暮らしやすい」「快適な住まいが実現できている」と回答。

達成グループの方が未達成グループに比べて、「我慢の省エネをしなくても光熱費が抑えられている」と答えた割合が

16.1ポイント高い。

※1年目（H31年度・R1年度補正・R2年度・R2年度補正・R3年度事業者）にのみ聴取
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3-4-70. ZEHに住んでからの実感 （夏） （外皮性能別）

夏期は、外皮性能が高いほどZEHに住んでからのベネフィットが多く挙げられている傾向がある。

特にUA値0.40以下では「以前住んでいた家より涼しく暮らしやすい」「快適な住まいが実現」の回答割合が8割以上。
※UA値：0.60超は0件のため、グラフなし。 

※1年目（H31年度・R1年度補正・R2年度・R2年度補正・R3年度事業者）にのみ聴取

3-4-71. ZEHに住んでからの実感 （冬） （外皮性能別）

冬期も夏期同様に、外皮性能が高いほどZEHに住んでからのベネフィットが多く挙げられる傾向がある。

特にUA値0.3以下では「以前住んでいた家より暖かく暮らしやすい」の回答が95.4％。
※UA値：0.60超は0件のため、グラフなし。

※1年目（H31年度・R1年度補正・R2年度・R2年度補正・R3年度事業者）にのみ聴取
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3-4-72. 太陽光発電の導入決定のきっかけ

「ZEH補助金の要件だったので、導入を選択した」と回答した事業者が最も多く、51.9％。

次点は「ハウスメーカーから勧められたので、導入を選択した」で44.0％が回答。

※1年目（H31年度・R1年度補正・R2年度・R2年度補正・R3年度事業者）にのみ聴取

3-4-73. TPOモデルの所有状況

TPOモデルの割合は1％。リース型、ローン型、屋根貸し/借り型が同数。PPA型のみ低い。

※1年目（H31年度・R1年度補正・R2年度・R2年度補正・R3年度事業者）にのみ聴取

TPOモデル利用事業者のモデル類型
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3-4-74. 創エネルギー設備を導入した住宅での生活の感想 ※2年目（H31年度・R1年度補正・R2年度）にのみ聴取

構成比でみると、全体の79％が「良かった点の方が多い」と回答。

「良い点と悪かった点が同じくらい」（20.2％）「悪かった点が多い」（0.9％）と回答した事業者の回答理由をみると、

コスト面での不満が多い。
※「悪かった点が多い」の理由はサンプル数僅少のため参考値。

「良かった点と悪かった点が同じくらい」の理由

（ｎ＝６０１）

「悪かった点の方が多い」の理由

（ｎ＝２６）

3-4-75. ZEH推奨意向 ※1年目（H31年度・R1年度補正・R2年度・R2年度補正・R3年度事業者）にのみ聴取

構成比でみると、94.7％の事業者がZEHを「薦めたいと思う」と回答。昨年の94.1％からわずかに増加。

155



3-4-76. ZEH建設時の妥協ポイント （ZEH/ZEH+別） ※1年目（H31年度・R1年度補正・R2年度・R2年度補正・R3年度事業者）にのみ聴取

ZEH建設時の「妥協は特にしなかった」と回答した割合が最も高く、事業者の35.1％を占める。

妥協ポイントとしては「建設費がコスト高になることを妥協した（仕様についての妥協はしなかった）」が32.4％。

ZEH+事業者では「普通の家と比較して建設費用がかかる分、内装や外装の仕様を妥協した」の回答割合がZEH事業者より
も4.7ポイント高い。

3-4-77. 室内環境の快適度 （夏）

ZEHに居住した期間の総括としての夏の快適度では、97.5％が「快適だった」、「ある程度快適だった」と回答。

 ほとんど全ての事業者が室内環境の快適さを実感している。
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3-4-78. 室内環境の快適度 （冬）

冬の快適度も、夏と同様に95.5％が「快適だった」、「ある程度快適だった」と回答。

夏同様、冬の室内環境に関してもほとんどの事業者が室内環境の快適さを実感。

省エネ設計値達成グループの方が、未達成グループに比べて7.4日間短い。

地域別に見ても、省エネ設計値達成グループは未達成グループに比べ、冷房使用期間が短い傾向がある。
※1地域は0件のため、グラフなし。2、8地域はサンプル数僅少のため参考値。

3-4-79. 冷房設備の使用期間 （夏）
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省エネ設計値達成グループの方が、未達成グループに比べて暖房使用期間が5.9日間短い。

地域別に見ても、省エネ設計値達成グループは未達成グループに比べ、暖房使用期間が短い傾向がある。
※1地域は0件のため、グラフなし。2、8地域はサンプル数僅少のため参考値。

3-4-80. 暖房設備の使用期間 （冬）

冷房を使用した日数の割合

健康上のリスクに配慮して冷房設備の使用機会があった割合は約4割。

3-4-81. 健康上のリスクに配慮した冷房設備の使用機会
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健康上のリスクに配慮して暖房設備の使用機会があった割合は、冷房設備の場合と比べて

 「使用機会がなかった」割合が大きい。

3-4-82. 健康上のリスクに配慮した暖房設備の使用機会

暖房を使用した日数の割合

54.6％の事業者が節電要請への取り組みを行った。

その中でも最も多かったのが「照明をこまめに消した」で36.6％の事業者が回答。

3-4-83. 節電要請への取り組み状況 （夏）
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冬は夏より多い60.8％の事業者が節電要請への取り組みを行った。

一方、取り組み内容については夏と大きな違いは見られない。

3-4-84. 節電要請への取り組み状況 （冬）

THIS PAGE 
INTENTIONALLY

LEFT BLANK
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実績調査のまとめ

3-4-85. 全体の概況

3-4-53 参照

（3-4-54、3-4-55 参照）

（3-4-6 参照）

（3-4-56 参照）
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ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業
調査発表会 2023

集合住宅に係るZEH補助事業について
 4-1. 本章について

 4-2. ZEH-M補助事業の概要

 4-3. ZEHデベロッパー登録状況

 4-4. R5年度 低層ZEH-M交付決定事業の傾向分析

 4-5. R5年度 中層・高層・超高層ZEH-M
  交付決定事業の傾向分析

 4-6. ZEH-M事業者アンケート調査による

  実績報告分析（低中層ZEH-M）

 4-7. ZEH-M事業者アンケート調査による

  実績報告分析（高層・超高層ZEH-M）

 4-8. デベロッパーアンケートの分析

4
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4-1. 

4-1. 
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4-2. ZEH-M

4-2-1. 
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4-2-2. ZEH-M

ZEH

4-2-3. ZEH-M

ZEH
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4-2-4. ZEH-M

4-2-5. 
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4-3. ZEHデベロッパー登録状況

4-3-1. ZEHデベロッパーの概要

ZEHデベロッパーとは

ZEHデベロッパー登録単位と種別

169



ZEHデベロッパーの登録要件

4-3-2. ZEHデベロッパーの登録要件

4-3-3. ZEHデベロッパー登録の公募・公表スケジュール
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5

第7回公表（11/2）時点で220社が登録。
登録種別では、D登録（マンションデベロッパー登録）が102社。C登録（建設請負会社）は76社。DとCを合わせた登録は42社。

調査発表会2022
実施時

58
社

197 201 207210

191

4-3-4. ZEHデベロッパー登録状況

215

152
156 159 162

148

129

168 171

186

164

4-3-5. 登録ZEHデベロッパー情報の公表

SIIホームページにて登録した「ZEHデベロッパー情報」を月次カウントし、都度公表。（https://sii.or.jp/zeh/developer/search）
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4-3-6. 都道府県別 ZEHデベロッパー（C登録）における対応可能エリア（重複登録有）

ZEHデベロッパー（C登録）による対応可能エリアは全国的に分布している。
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4-3-7. R4年度 ZEH-Mの建設に関与した（建築主又は建築請負会社）ZEHデベロッパー数

R4年度のZEH-Mの建設に関与したZEHデベロッパーの数は、以下の通りだった。
補助事業に関与したZEHデベロッパー数は、低層19件、中層9件、高層24件、超高層10件であった。 
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4-3-8. R4年度 ZEHデベロッパー実績報告におけるZEH-M導入実績（社数）

R4年度実績報告対象のZEHデベロッパーの内、174社から実績報告があった。
ZEHデベロッパー全体で8割がZEH-Mの導入に関与していた。

4-3-9. R4年度 ZEHデベロッパー実績報告におけるZEH-M導入実績 （棟数）

ZEHデベロッパー登録種別ごとのZEH-M導入実績（棟数）は、D登録321棟、DC登録（Dとして関与）100棟、
   DC登録（Cとして関与）1,949棟、 C登録5,437棟、合計7,807棟だった。

前年度と比較して、特に増えたのはDC登録(C登録)及びC登録として関与している低層ZEH-Mの導入実績だった。
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4-3-10. R4年度 ZEHデベロッパー実績報告における建物規模別のZEH-M棟数分布

R4年度デベロッパー実績報告におけるZEH-M棟数分布（補助事業以外を含む）は以下の通り。
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4-3-11. R4年度 ZEHデベロッパー実績報告における都道府県別のZEH-M棟数分布

全ZEH-M棟数7,807棟のうち、関東エリアで3,422棟であり、全体の約43％を占めている。

3 38 37 160 18 25 82 1,007 610 509 475 193 103 114 51 113 77 69 40 55 685 170 138 311 84 75 198 179 31 85 28 57 114 190 109 93 41 18 95 224 68 52 87 119 49 34 7
2 0 1 9 0 0 0 118 42 24 14 0 0 3 0 0 1 1 0 0 10 0 0 8 0 7 5 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 6
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4-4. R5年度 低層ZEH-M
 交付決定事業の傾向分析

交付申請件数と交付決定事業件数は以下の通り。

4-4-1. 交付申請件数と交付決定事業件数の推移（直近６年）
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4-4-2. 建物用途・階層、住戸数別交付決定状況

交付決定218件のうち、賃貸集合住宅・3層の申請が最多。

住戸数については、2層・3層ともに5～10戸の割合が多く、住戸数平均は約8戸。
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4-4-3. 都道府県別建設予定地

交付決定218件のうち、愛知県が44件で最多。中部・近畿地方が124件で、全体の約57％を占めた。
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4-4-4. ZEHデベロッパー関与状況、構造種別

交付決定218件について、以下の傾向があった。

DC登録のZEHデベロッパーで、C登録（建築請負会社）として関与する事業は、185件で全体の約85％を占めた。

構造では大手ハウスメーカーやマンションデベロッパーが建設する鉄骨造は、196件で全体の約90％を占めた。

1 25

7

77

108

0 20 40 60 80 100 120

1

2

3

103

115

81

115

22

0 20 40 60 80 100 120

1

2

3

0 

103 

115 

0

2

8 

9 

25 

35 

30 

35 

38 

20 

11 

2 

3 

20 40 60 80 100 120

3

2

1 0

103

115

4-4-5. 住戸の平均床面積、ZEH-M種別

交付決定218件について、以下の傾向があった。

住戸平均床面積は50～60㎡未満が65件と最多で全体の約30％を占め、住棟規模ごとでは2層約51㎡、3層約56㎡。

『ZEH-M』取得予定の事業は40件あり、全体の約18％を占めた。
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4-4-6. 住棟BELSによる再生可能エネルギー等を除く一次エネルギー消費量削減率

取得した住棟BELSにおける住棟の一次エネルギー消費量削減率は「25～30％未満」が最多で全体の約55％を占めた。
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4-4-7. 住棟BELSによる再生可能エネルギー等を除く一次エネルギー消費量削減率（地域区分）

取得した住棟BELSにおける地域区分別、住棟の一次エネルギー消費量削減率の平均値は以下の通り。
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4-4-8. 住棟BELSによる再生可能エネルギー等を含む一次エネルギー消費量削減率（ZEH-M種別）

取得した住棟BELSにおける住棟の一次エネルギー消費量削減率は、「Nearly ZEH-Mによる75～80％未満」が最多で

 全体の約33％を占めた。
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4-4-9. 延べ床面積における太陽光発電の公称最大出力の分布

交付決定218件のうち、『ZEH-M』、Nearly ZEH-Mともに延べ床面積に比例して太陽光発電の公称最大出力も

大きくなっている。
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4-4-10. 太陽光発電の供給住戸状況

交付決定218件のうち、「100％（全住戸に供給）」が206件と最多で、全体の約94％を占めた。

4-4-11. 住戸平均における外皮性能と再生可能エネルギー等を含む一次エネルギー消費量削減率の分布

取得した住棟BELSにおけるUA値は0.40超～0.45以下に集中しており、全体の約35％を占めている。
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4-4-12. 主たる居室の空調・給湯設備導入状況（住棟別）

交付決定218件のうち、ルームエアコンディショナーとガス潜熱回収型給湯機の組み合わせが最多で全体の約96％
を占めた。

4-4-13. 再生可能エネルギーによる創エネを活用する設備の導入状況

交付決定218件のうち、再生可能エネルギーによる創エネを活用する設備の導入状況は以下の通り。

EV充電設備は、専有部に41台、共用部に1台導入され、すべてコンセント。
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取得した住棟BELSにおける階層別単位面積当たりの一次エネルギー消費量は以下の通り。

4-4-14. 住棟BELSによる単位面積当たりの一次エネルギー消費量（その他エネルギーを除く） （階層別）
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取得した住棟BELSにおける温暖地の地域区分別単位面積当たりの一次エネルギー消費量は以下の通り。 

4-4-15. 住棟BELSによる地域区分別一次エネルギー消費量（その他エネルギーを除く）（温暖地）
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交付決定218件のうち、太陽光発電の分配方法は個別受電型（タイプB）が最多で全体の約90％を占めた。

4-4-16. 太陽光発電システムによる創電力分配方法
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4-4-17. 住棟BELSによるZEH-Mランクの達成分布

取得した住棟BELSにおけるZEH-Mランクは、『ZEH-M』が33件、Nearly ZEH-Mは148件だった。
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4-4-18. 一次エネルギー消費量（その他エネルギーを除く）と太陽光発電による創エネ量（単位面積あたり）

取得した住棟BELSにおける単位面積当たりの一次エネルギー消費量の単純平均は、4地域は621.0MJ/㎡・年、

5地域は506.4MJ/㎡・年、6地域は444.3MJ/㎡・年、7地域は372.6MJ/㎡・年だった。
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4-5. R5年度 中層・高層・超高層ZEH-M
 交付決定事業の傾向分析
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交付申請件数と交付決定件数の推移は以下の通り。

直近6年間を通して、初めてZEH-M事業に関与するZEHデベロッパーからの交付申請は8件あり、

 中層ZEH-M1件、高層ZEH-M7件だった。

4-5-1. 交付申請件数と交付決定件数の推移（直近6年間）
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4-5-2. 建物用途・建物規模別交付決定状況

交付決定事業は分譲集合住宅14件、賃貸集合住宅8件だった。

高層ZEH-Mの中で交付決定を受けた18件のうち、半数以上の10件がPVを導入する計画である。

4-5-3. 全国分布図

PVを導入する事業のうち、半数以上は建設予定地が関西の計画である。Vを導入する事業のうち、半数以上は建設予定地が関西の計画である。
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4-5-4. 事業期間ごとの件数

事業計画は3年度事業が最多の計画であり、全体の半数以上を占めた。

12

1

1

10

3

2

2

1

1

1

2

11

5

2

2

0

0

0 2 4 6 8 10 12

4-5-5. 住棟における再生可能エネルギー等を除く一次エネルギー消費量削減率

住棟の一次エネルギー消費量削減率は25～30％未満が最多の11件あり、全体の半数を占めた。

直近6年間を通して、初めて再生可能エネルギー等を除く一次エネルギー消費量削減率が40％を超える計画が2件あった。
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4-5-6. 住戸平均における外皮性能と一次エネルギー消費量削減率の分布（再生可能エネルギー等を除く）

2地域1件と6地域21件の申請があり、UA値は2地域0.18と6地域平均0.38だった。
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4-5-7. 住棟における再生可能エネルギー等を含む一次エネルギー消費量削減率

住棟の一次エネルギー消費量削減率は高層ZEH-M・超高層ZEH-Mでは25～35％が多く、半数以上を占めた。

高層ZEH-M以上で40％を超えている事業が5件あった。
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4-5-8. 住戸平均における外皮性能と一次エネルギー消費量削減率の分布（再生可能エネルギー等を含む）

A

一次エネルギー消費量削減率は中層ZEH-Mで最高67%、高層ZEH-Mで最高62%、

 超高層ZEH-Mで32%だった。

4-5-9. 再生可能エネルギー導入率の推移

交付決定事業のうち、半数以上でPVの導入があった。

4 3 4 4 1

15

26

18

17 16
18

7 
10 

24 

33 

60 58 

0

10

20

30

40

50

60

70

0

5

10

15

20

25

30

35

189



再生可能エネルギーによる創エネを活用する設備の導入台数は以下の通り。

設備を導入する事業は全て高層ZEH-Mであり、蓄電システムを導入する事業は計2件、

EV充電設備を導入する事業は計7件、V2H充電設備を導入する事業は計3件あった。

4-5-10. 再生可能エネルギーによる創エネを活用する設備の導入台数
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4-5-11. ZEH-Mランクの達成分布

ZEH-Mランクは中層ZEH-Mを除きZEH-M Readyが3件、その他は全てZEH-M Orientedだった。

再生可能エネルギーを導入する事業は14件あり、そのうち専有部への供給を行う事業が

 4件（中層：3件、高層：1件）あった。
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4-5-12. 単位面積当たりの一次エネルギー消費量と太陽光発電による創エネ量

単位面積当たりの一次エネルギー消費量の単純平均は、中層ZEH-Mは528.3MJ/㎡・年、

 高層ZEH-Mは625.1MJ/㎡・年、超高層ZEH-Mは710.0MJ/㎡・年だった。
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4-6. ZEH-M事業者アンケート調査による実績報告分析
（低中層ZEH-M）

調査目的

ZEHマンションに入居後の「エネルギー消費量と創エネルギー量」の推移と、入居者の省エネ意識の変容・補助事業者の
感想等を分析することで、省エネ効果と、その背景(要因)の把握を行うことを目的とする。

調査概要

–
•

–
•

–
•

–
•
•

349 12
9

3,405 12
143

368 3,311

261     326   
   1,953 1,674

4-6-1. 実施概要
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4-6-2. ZEH-M達成度（その他エネルギー消費量を含む）

住棟全体の年間エネルギー消費量を基に作成した、その他エネルギー消費量を含む

 一次エネルギー消費量削減率の分布は以下の通り。

分析対象9棟のうち8棟が実際にNearly ZEH-M以上だった。
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住棟別の年間一次エネルギー消費量は以下の通り。

4-6-3. 住棟別の年間一次エネルギー消費量（その他エネルギー消費量を含む）（1～2地域）
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住棟別の年間一次エネルギー消費量は以下の通り。

4-6-4. 住棟別の年間一次エネルギー消費量（その他エネルギー消費量を含む）（5～7地域） （ガスあり）
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4-6-5. 住棟別の年間一次エネルギー消費量（その他エネルギー消費量を含む）（5～7地域） （ガスなし）

住棟別の年間一次エネルギー消費量は以下の通り。
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入居者アンケートの分析

Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから室温が快適に保たれていると

実感していますか。（単一回答）

室温が快適に保たれているかの実感について、夏・冬ともに入居者の約7割が「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

夏・冬ともに温暖地域よりも寒冷地域の方が「そう思う」「ややそう思う」と回答した割合が高く、約9割であった。

4-6-6. ZEHマンション入居後の実感 ①断熱性能

夏季
（n= 1,946）

冬季
（n= 1,669）
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Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから冬の期間に、
各部屋とトイレや水回りの寒暖差が解消され、ヒートショックの心配が減ったと実感していますか。（単一回答）

ヒートショックの心配が減ったかの実感について、入居者の約7割が「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

4-6-7. ZEHマンション入居後の実感 ②住戸内の寒暖差

冬季
（n= 1,668）

Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから

遮音性が上がり、外の音が気にならなくなったと実感していますか。（単一回答）

外の音が気にならなくなったかの実感について、夏・冬ともに入居者の約6割が「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

4-6-8. ZEHマンション入居後の実感 ③遮音性

夏季
（n= 1,946）

冬季
（n= 1,669）
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Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから、
湿気・カビ、結露が少ないと実感していますか。（単一回答）

湿気・カビ、結露が少ないかの実感について、夏・冬ともに約8割が「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

夏・冬ともに温暖地域よりも寒冷地域の方が「そう思う」「ややそう思う」と回答した割合が高く、8割以上であった。

4-6-9. ZEHマンション入居後の実感 ④湿気・カビ、結露など

夏季
（n= 1,947）

冬季
（n= 1,670）

4-6-10. ZEHマンション入居後の実感 ～日頃の行動で環境への配慮やエネルギーについて関心を持った～

入居者の5割が「環境に配慮するようになった」、「エネルギーに関心をもつようになったこと」に対して

「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから、

Q. 日頃の行動で環境に配慮するようになったと
実感していますか。（単一回答）

Q. エネルギーのことについて関心を持つようになったと実感していますか。（単一回答）

夏季
（n= 1,945）

夏季
（n= 1,947）

冬季
（n= 1,668）
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4-6-11. エネルギーについての関心度合いと節電要請に応じた人の相関

4-6-10のZEHマンション入居後のエネルギーの関心度合い別に、節電要請に応じた割合を調べたところ、
エネルギーの関心度合いが高い人ほど、実際に節電を行った割合が高い。

Q. エネルギーのことについて関心を持つようになったと実感していますか。（単一回答）

1:そう思う 2:ややそう思う 3:どちらともいえない 4:それほど思わない 5:まったく思わない

Q. １２月から３月までの期間、経済産業省資源エネルギー庁より発令された節電協力要請を受け、どのくらい節電を行いましたか。（単一回答）

1:毎日行った 2:ほぼ毎日行った 3:たまに行った 4:特に行わなかった

以下設問についてクロス分析を行った

Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから、
以前のお住まいと比べた電気代について伺います。（単一回答）

ZEHマンションに移り住んでからの電気代について、夏・冬ともに5割弱が 「安くなった」と回答した。

特に夏では、寒冷地域で7割が「安くなった」と回答した。

「高くなった」と回答した入居者の割合は昨年の夏から9.6％増加し、16.7％だった。冬は昨年から7.0％増加し、19.7％だった。

夏季（n=1,940）

冬季（n=1,670）

4-6-12. ZEHマンション入居後の電気代の変化

以前のお住まいと比 た電気代について伺います。（単 回答）
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冬季（n=1,602）

夏季（n=1,715）

Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから、
以前のお住まいと比べたガス代について伺います。（単一回答）

ZEHマンションに移り住んでからのガス代について、夏・冬ともに約3割の入居者が「安くなった」と回答した。

特に夏では、寒冷地域で5割強が「安くなった」と回答した。

「高くなった」と回答した入居者の割合は昨年の夏から4.7％増加し、18.4％だった。冬は昨年から1.4％増加し、21.2％だった。

4-6-13. ZEHマンション入居後のガス代の変化

以前 住ま 比 代 伺 ます。（単 回答）

冬季
（n=1,053）

Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから、
室温が快適に保たれていると実感していますか。（単一回答）

夏・冬ともに入居者の9割が「快適だった」「やや快適だった」と回答した。

4-6-14. ZEHマンションの室内環境の快適さ

夏季
（n= 1,931）

冬季
（n= 1,674）
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夏・冬ともに「勧めたい」と回答した入居者は6割以上だった。

「勧めたくない」と回答した入居者の意見としては、「音がうるさい」「家賃が高くつく」「メリットを感じない」などが挙げられた。

Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションへの居住を知人・友人に勧めたいと思いますか。（単一回答）

4-6-15. ZEHマンションへの居住を知人・友人に勧めたいか

夏季
（n= 1,953）

冬季
（n= 1,668）

Q. 今のお住まいを選ぶときにネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションであることが
選択のポイントになりましたか。（単一回答）

夏・冬ともに「意識した」「やや意識した」と回答した入居者は約3割だった。

4-6-16. 住まい選択時にZEHマンションであることが影響したか

夏季
（n= 1,159）

冬季
（n= 193）
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補助事業者（マンションオーナー）アンケートの分析

Q. 夏・冬の期間において、ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションを

建設したメリットはありましたか。（複数回答可）

夏・冬ともに「早期に入居者が決まったため、空室が少なかった」の割合が最も高かった。

次に「家賃を高く設定できた」の割合が高かった。

夏季（n=261）

冬季（n=326）

4-6-17. ZEHマンションを建設したメリット
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Q. 入居者から寄せられたこの夏・冬の期間にネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに
住んだ感想を選択してください。（複数回答可）

夏・冬ともに「快適な住まいが実現できている」の割合が最も高かった。

夏季（n=261）

4-6-18. 入居者から寄せられたZEHマンションに住んでからの感想

冬季（n=326）

Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションを建設したことによって、
空室率改善に効果はありましたか。（単一回答）

夏・冬ともに補助事業者の9割以上が「効果あり」「やや効果あり」と回答した。

4-6-19. ZEHマンションによる空室改善効果

夏季
（n= 258）

冬季
（n= 318）
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Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションを建設したことについて、
総合的な満足度を選択してください。（単一回答）

夏・冬ともに補助事業者の9割以上が「満足」「やや満足」と回答した。

4-6-20. ZEHマンション建設に対する総合的な満足度

夏季
（n= 258）

冬季
（n= 319）

Q. 本補助金を利用できることがネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションを
建設する後押しになりましたか。（単一回答）

夏・冬ともに「後押しになった」「やや後押しになった」と回答した事業者の割合は9割以上だった。

4-6-21. 補助金がZEHマンション建設への後押しになったか

（n=176）
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4-7. ZEH-M事業者アンケート調査による実績報告分析
（高層・超高層ZEH-M）

調査概要

–
•

•

–
•

–
•

–
•
•

4-7-1. 実施概要

調査目的

・高層ZEH-M支援事業及び超高層ZEH-M実証事業の補助金交付を受けたZEHマンション入居者に対して、 
消費エネルギー量や普段の生活の過ごし方、住宅への満足度を聴取することで、今後の事業検討に活用する。

・低中層ZEH-M促進事業及び高層ZEH-M支援事業及び超高層ZEH-M実証事業の補助金交付を受けた
ZEHマンションを建設したデベロッパーに対して、ZEHマンションの評価や促進意向を聴取することで、                   w

w今後の事業検討に活用する。
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住棟別の年間一次エネルギー消費量は001が658MJ/㎡・年で最も多い。

002の年間一次エネルギー消費量は566MJ/㎡・年で最も少ない。

4-7-2. 住棟別の年間一次エネルギー消費量（その他エネルギー消費量を含む）

住棟別の一次エネルギー消費量の月次推移をみると、いずれのマンションでも1月が最多。

4-7-3. 住棟別の一次エネルギー消費量月次推移
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12ヶ月間電力使用量とガス使用量の回答が得られた住戸を対象に住戸別の一次エネルギー消費量を集計。
※ガスを「使用していない」と回答した住戸は、電力使用量を12ヶ月間回答していれば集計対象。

住戸平均の一次エネルギー消費量の月次推移では、1月にピークがみられる。

 

4-7-4. 住戸平均の一次エネルギー消費量月次推移

住戸階層別の年間一次エネルギー消費量合計値は最上階が最も大きく、中間階が最も小さい。

 

4-7-5. 住戸階層別の一次エネルギー消費量月次推移比較

206



角住戸と中住戸を比べると、年間を通じて中住戸の一次エネルギー消費量が角住戸より少なく、

 昨年より一次エネルギー消費量が下がった。

両者の差が最も大きくなるのは1月で、角住戸が中住戸を1,673MJ/戸・月上回る。

 

4-7-6. 角住戸・中住戸別の一次エネルギー消費量月次推移比較

住戸位置別の一次エネルギー消費量を比べると、年間を通じて中間階中住戸が最も少ない。

 

4-7-7. 住戸位置別の一次エネルギー消費量月次推移比較
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入居者アンケートの分析

Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから、
室温が快適に保たれていると実感していますか。（単一回答）

冬は全体的に夏よりも快適性を実感する入居者の比率が高く、「そう思う」「ややそう思う」と回答した入居者の割合は、
全ての住戸位置で約8割だった。

4-7-8. ZEHマンション入居後の実感 ①室温快適性
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Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから冬の期間に、各部屋とトイレや水回りの             
寒暖差が解消され、ヒートショックの心配が減ったと実感していますか。（単一回答）

ヒートショックの心配が減ったかの実感について、入居者の7割以上が「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

4-7-9. ZEHマンション入居後の実感 ②住戸内の寒暖差

冬季
（n= 2,037）

Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから
遮音性が上がり、外の音が気にならなくなったと実感していますか。（単一回答）

外の音が気にならなくなったかの実感について、夏・冬ともに入居者の約7割が「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

4-7-10. ZEHマンション入居後の実感 ③遮音性

ー
に

夏季
（n= 1,615）

冬季
（n= 2,048）
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Q. ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから

湿気・カビ、結露が少ないと実感していますか。（単一回答）

湿気・カビ、結露が少ないかの実感について、夏・冬ともに入居者の7割以上が「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

4-7-11. ZEHマンション入居後の実感 ④湿気・カビ、結露など

ギ

少

夏季
（n= 1,615）

冬季
（n= 2,047）

入居者の4割以上が「環境に配慮するようになった」、「エネルギーに関心をもつようになったこと」に対して

「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

4-7-12. ZEHマンション入居後の実感 ～日頃の行動で環境への配慮やエネルギーについて関心を持った～

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでから、

Q. 日頃の行動で環境に配慮するようになったと
実感していますか。（単一回答）

Q. エネルギーのことについて関心を持つようになったと実感していますか。（単一回答）

夏季
（n= 1,615）

夏季
（n= 1,615）

冬季
（n= 2,048）
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4-7-13. エネルギーについての関心度合いと節電要請に応じた人の相関

4-7-12のZEHマンション入居後のエネルギーの関心度合い別に、節電要請に応じた割合を調べたところ、            
エネルギーの関心度合いが高い人ほど、実際に節電を行った割合が高い。

Q. エネルギーのことについて関心を持つようになったと実感していますか。（単一回答）

1:そう思う 2:ややそう思う 3:どちらともいえない 4:それほど思わない 5:まったく思わない

Q. １２月から３月までの期間、経済産業省資源エネルギー庁より発令された節電協力要請を受け、どのくらい節電を行いましたか。（単一回答）

1:毎日行った 2:ほぼ毎日行った 3:たまに行った 4:特に行わなかった

以下設問についてクロス分析を行った

4-7-14. ZEHマンション入居後の電気代の変化

夏は「安くなった」と回答した入居者の割合が昨年の50.6％から12.4％減少し、38.2％であった。

 「高くなった」と回答した入居者は昨年の8.9％から10.4％増加し、19.3％だった。

冬は「安くなった」と回答した入居者の割合が昨年の42.5％から5.0％減少し、37.5％だった。

「高くなった」と回答した入居者は昨年の18.3％から7.2％増加し、25.5％だった。

特に冬では、寒冷地域で5割が「高くなった」と回答した。

夏季（n=1,615）

冬季（n=2,048）

Q. 以前のお住まいと比べてネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでからの

電気代についてあてはまるものを選択してください。（単一回答）
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冬季（n=1,784）

Q. 以前のお住まいと比べてネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）マンションに移り住んでからの

ガス代についてあてはまるものを選択してください。（単一回答）

夏は「安くなった」と回答した入居者の割合が昨年の37.8％から13.2％減少し、24.6％であった。

「高くなった」と回答した入居者は昨年の18.0％から8.4％増加し、26.4％だった。

冬は「安くなった」と回答した入居者の割合が昨年の27.9％から5.9％減少し、22.0％だった。

「高くなった」と回答した入居者は昨年の30.8％から2.2％増加し、33.0％だった。

特に冬では、寒冷地域で5割が「高くなった」と回答した。

夏季（n=1,416）

4-7-15. ZEHマンション入居後のガス代の変化

Q. 室内環境の快適さについて最も近い項目を選択してください。（単一回答）

夏・冬ともに入居者の9割以上が「快適だった」「やや快適だった」と回答した。

4-7-16. ZEHマンションの室内環境の快適さ

夏季
（n= 1,615）

冬季
（n= 2,048）
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Q. ZEHマンションへの居住を知人・友人に勧めたいと思いますか。

該当するものを選択してください。（単一回答）

「勧めたい」と回答した入居者の割合は約6割だった。

「勧めたくない」と回答した入居者の意見としては、「光熱費が変わらない」「値段が高い」「ZEHの効果が感じられない」など
が挙げられた。

4-7-17. ZEHマンションへの居住を知人・友人に勧めたいか

該当するものを選

住を知人 友人に勧めたいと思いますか。

選選

夏季
（n= 1,615）

冬季
（n= 2,048）

Q. 今のお住まいを選ぶときにZEHマンションであることが選択のポイントになりましたか。（単一回答）

分譲では4割以上が「意識した」「やや意識した」と回答した。

賃貸では5割以上が「まったく意識しない」と回答した。

4-7-18. 住まい選択時にZEHマンションであることが影響したか

分譲
（n= 859）

賃貸
（n= 35）
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Q. 今のお住まいを選ぶときにZEHマンションのどういった点が魅力的でしたか。

該当するものを選択してください。（複数回答可）

4-7-19. 住まい選択時にZEHマンションを魅力的に感じた点

住まい選択時にZEHマンションであることを「意識した」「やや意識した」と回答した補助事業者のうち、
ZEHマンションが魅力的だった点は、夏・冬ともに「快適な住宅に住みたいと思ったから」

「光熱費が削減できると思ったから」が上位2項目だった。

THIS PAGE 
INTENTIONALLY

LEFT BLANK
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4-8.デベロッパーアンケートの分析

Q. ZEH-M(ゼッチ・マンション)であることが、販売促進の後押しになりましたか。（単一回答）

「効果あり」「やや効果あり」と回答したデベロッパーの割合は昨年の80.9％から8.6％減少し、72.2％だった。

（n=18）

4-8-1. ZEHマンションの販売促進への効果
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Q. 一般消費者に対してZEH-M(ゼッチ・マンション)のメリットを説明する際に、
どのような点が訴求効果が高かったでしょうか。（複数回答可）

ZEHマンションのメリットを説明する際に、訴求効果が高かった点として、83.3％のデベロッパーが、

昨年同様「光熱費の削減」と回答した。

一方、「健康優良性」は昨年の33.3％から22.2％減少し、11.1％だった。

4-8-2. ZEHマンションのメリットを説明する際に、訴求効果が高かった点

Q. ZEH-M(ゼッチ・マンション)について、購入者からの評価はいかがですか。 （複数回答可）

購入者の50％が「窓際も夏涼しく冬暖かい」という回答だった。

4-8-3. ZEHマンションの購入者からの評価
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Q. 直近1年と比較して、一般消費者のZEH-M(ゼッチ・マンション)の認知度は変化しましたか。 （単一回答）

デベロッパーは約9割が「広がった」「やや広がった」と回答した。

（n=18）

4-8-4. 直近1年と比較した一般消費者のZEHマンションへの認知度の変化

Q. ZEH-M(ゼッチ・マンション)全体について、貴社における評価はいかがですか。 （複数回答可）

4-8-5. ZEHマンション全体についての社内評価

社内評価(抜粋)

・高付加価値のマンションを建築できるため、社内の期待度が高い

・GHG排出量削減の当社グループ目標達成に向け、ZEH-Mは重要な要素のひとつ

・高付加価値のマンションを供給できる点と環境配慮の観点から、 標準仕様として全社で継続して取り組んでいる

・社会的な関心も高いと考えており、普及を進めてＺＥＨ－Ｍの有用性のアピールに貢献をしたい

SDGｓをはじめとした環境配慮の観点や高付加価値のマンションを提供できるので期待は大きいなどの意見が多かった。

217



Q. 今後もZEH-M(ゼッチ・マンション)の建設を推進したいとお考えですか。（単一回答）

「推進したい」が昨年の81％から7.8％増加し、88.8％だった。

環境問題に取り組むことが社会課題であり、地球環境に貢献し企業ブランドの向上を図りたいなどの意見が多かった。

（n=18）

4-8-6. 今後のZEHマンションの建設への推進意向

今後もZEH-Mの建設を「推進したい」「やや推進したい」と

回答した理由(抜粋)

・環境負荷軽減は取り組むべき社会課題である

・住宅に環境を付加することは当然のことと考えており、ZEH-Mについて
も積極的に取り組んでいくべきものとして認識している

・地球環境に貢献することが企業の長期的成長に繋がると考える為

・環境に配慮した付加価値の高いマンションを提供し、企業イメージや
ブランド力の向上を図るため
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２ 初期費用０円ソーラーサービスの仕組み
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２ 初期費用０円ソーラーサービスの仕組み

２ 初期費用０円ソーラーサービスの仕組み
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＜付録①＞
ZEH支援事業
都道府県ごとの平均年間一次エネルギー消費量及び
太陽光発電による平均年間創エネルギー量 実績データ
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＜付録＞ 都道府県ごとの平均年間一次エネルギー消費量 実績データ（その他エネルギーを含む）

【エネルギー消費量】

都道府県ごと「各月の一次エネルギー消費量（MJ/㎡・月）」の単純平均値

（各月の一次エネルギー消費量 / 対象住宅の延床面積）のN合計 ÷ N
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【太陽光発電による創エネルギー量】

都道府県ごと「各月の創エネルギー量（MJ/㎡・月）」の単純平均値

（各月の創エネルギー量 / 対象住宅の延床面積）のN合計 ÷ N

＜付録＞ 都道府県ごとの太陽光発電による平均年間創エネルギー量 実績データ（一次エネルギー換算）
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【太陽光発電による創エネルギー量】

都道府県ごと「PVパネル1kWあたりの月間発電量（kWh/kW・月）」の単純平均

（各月の創エネルギー量（kWh） / 対象住宅PV容量（kW））のN合計 ÷ N

＜付録＞ 都道府県ごとの太陽光発電による平均年間創エネルギー量 実績データ（創電力量）
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【太陽光発電による創エネルギー量】

都道府県ごと「PVパネル1kWあたりの月間発電量（kWh/kW・月）」の単純平均

（各月の創エネルギー量（kWh） / 対象住宅PV容量（kW））のN合計 ÷ N

＜付録＞ 都道府県ごとの太陽光発電による平均年間創エネルギー量 実績データ（創電力量）_日射区分別
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